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はじめに
このたびは，CANバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能付きディジタルオシロス
コープDL1640/DL1640L(/F7オプション)をお買い上げいただきましてありがとうござ
います。
このユーザーズマニュアルは，CANバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能につい
てのみ説明しています。DL1640/DL1640Lのその他の機能，操作方法，取扱上の注意な
どについては，以下の取扱説明書をご覧ください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-01 DL1620/DL1640/DL1640Lの通信機能を除
ユーザーズマニュアル く全機能とその操作方法について説明していま

す。

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-17 通信インタフェースの通信機能について説明し
通信インタフェース ています。
ユーザーズマニュアル

DL1620/DL1640/DL1640L IM 701610-02 基本的な操作だけを説明しています。
オペレーションガイド

ご注意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来予告なしに変更することがあります。
また，実際の画面表示内容が本書に記載の画面表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき，ご理解のうえ大
切に保存してください。

商標
●AdobeおよびAcrobatは，アドビシステムズ社の商標または登録商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，®マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の登録商標または商標です。

履歴
● 2003年 12月 初版発行
● 2005年 7月 2版発行

2nd Edition : July 2005 (YK)

All Rights Reserved, Copyright © 2003 Yokogawa Electric Corporation
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは，以下に示す第1章～第3章，および索引で構成されています。

章 タイトル 内容

1 CANバス信号解析機能 CANバス信号解析機能について説明しています。

2 SPIバス信号解析機能 SPIバス信号解析機能について説明しています。

3 仕様 CANバス信号解析機能およびSPIバス信号解析機能の仕様をまとめて
います。

索引 記号-アルファベット-五十音順の索引があります。

このマニュアルで使用している記号
●単位

k･･･････ 「1000」の意味です。使用例：100kS/s
K･･･････ 「1024」の意味です。

使用例：720Kバイト(フロッピーディスクの記憶容量)

●表示文字

太字で記述された文字は，主にパネルの表示文字や画面に表示されるソフトキーの名称
です。

●注記

このマニュアルでは，注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本機器で使用しているシンボルマークで，人体および機器に
危険があることを示すとともに，ユーザーズマニュアルを参
照する必要があることを示します。ユーザーズマニュアルで
は，その参照ページに目印として使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危
険があるときに，その危険を避けるための注意事項が記載さ
れています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物
的損害のみが発生する危険があるときに，それを避けるため
の注意事項が記載されています。

Note 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

●操作説明ページで使用しているシンボル

第1～2章で操作説明を行っているページでは，説明内容を区別するために，次のよう
なシンボルを使用しています。

操作手順 数字で示す順序で，操作をしてください。ここでは，初めて
操作をすることを前提に手順を説明しています。したがっ
て，設定内容を変更する場合はすべての操作を必要としない
場合もあります。

解　　説 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。
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1.1 CANバス信号解析機能の概要

CANバス信号解析機能について
CANとは，Controller Area Networkの略称で，ISO(International Organization for
Standardization)にて国際的に標準化されたシリアル通信プロトコルです。
CANを使った通信において，サージ電圧によるノイズ，接続後の過負荷によるレベル変動
などで起こるトラブル解析には，CANバスの物理層の解析が必要です。
本機能を使うことにより，CANバス信号の波形をアナログ波形として表示しながらデータ
を解析できます。また，CANバス上のデータとアナログ波形の同期観測ができます。
CANバス信号解析機能は，大別すると次の4つの機能があります。

●トリガ機能　≡操作説明は1-5ページ≡

CANバスの特定のフレームまたはフィールドをトリガ条件としてCANバス信号を取り
込むことができます。トリガ条件には，SOF，Identifier，Data Field，RTR，またはエ
ラーフレームを設定できます。AND条件でトリガをかけることができるので，特定の
IdentifierとData Fieldが存在するフレームでトリガをかけることも可能です。

S
O
F

R
T
R

I
D
E

r
0

Recessive

Dominant

S I

DLC
(4 bits)

Arbitration Field Data Field
Control

Field

Identifier (11 bits)

[例] データフレーム(標準フォーマット)の場合

             S ：トリガ条件に「Start of Frame」を選択したときは，ここでトリガがかかります。
             I  ：トリガ条件に「Identifier」を選択したときは，ここでトリガがかかります。

●解析機能　≡操作説明は1-14ページ≡

トリガ機能を使って取り込んだCANバス信号のデータを解析し，Identifier，Data
Field，およびAcknowledgeの値をフレームごとにリスト表示できます。この解析結果
リスト上で任意のフレームを選択すると，そのフレームに対応したCANバス信号が自
動的に表示されます。フレームの種類やエラーの種類などの詳しい解析結果は，詳細解
析結果リストで確認できます。この詳細解析結果リストのデータは，任意のストレージ
メディアにASCII形式で保存できます。また，CANバス信号の中からスタッフビットを
検出し，演算波形としてスタッフビット波形を表示できます。解析の対象となるフレー
ムは，データフレーム，リモートフレーム，およびエラーフレームです。

●サーチ機能　≡操作説明は1-23ページ≡

トリガ機能を使って取り込んだCANバス信号のデータを解析した後，特定のフレーム
またはフィールドのパターンと一致するデータをサーチし，対象波形を画面に表示しま
す。エラーフレームや不定データが含まれているフレームのサーチもできます。また，
サーチ後にフレーム内の指定したフィールドの先頭を表示することができます(フィー
ルドジャンプ)。この機能を使うと，フレームの中から瞬時に目的のフィールドを表示
可能です。

●カーソル機能　≡操作説明は1-28ページ≡

2本のカーソルの間隔をCANバスのビットレート(データ転送速度)に保ちながら，ビッ
トレート分ずつ移動させることができます。解析/サーチ時などに，ビット数を数えな
がらCANバス信号のフィールド/フレームを確認することができます。

第1章 CANバス信号解析機能
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操作の流れ
下図は，CANバス信号解析機能の操作の流れを把握していただくためのものです。それぞ
れの項目の詳細については，本書の参照ページまたはDL1620/DL1640/DL1640Lユー
ザーズマニュアル(IM701610-01)の各節をご覧ください。

CANバス信号の取り込み条件を設定する
・トリガ条件の設定
・トリガモードの設定
・レコード長の設定

1-5ページ*2

6.1節*1

7.1節*1

CANバス信号の取り込みをスタートする 1-9ページ*2

CANバス信号の取り込みをストップする 1-9ページ*2

サーチする

1-23ページ*2

カーソルを使う

1-28ページ*2

詳細解析結果リストの
データを保存する

1-31ページ*2

解析する 1-14ページ*2

*1　DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の参照節を示しています。
*2　本書の参照ページを示しています。

本機能を使用する前に
・本機器の設置
・電源の接続とON/OFF
・プローブの接続

3.2節*1

3.3節*1

1-3ページ*2

1.1　CANバス信号解析機能の概要
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1.2 プローブを接続する

使用するプローブ
CANバス信号を測定する場合は，差動プローブを使用します。
推奨差動プローブ形名(当社製) ：701922*

* 50Ω終端器(形名：700976)との組み合わせで使用してください。

測定入力端子
差動プローブは，フロントパネルの下部にある入力端子(CH1～CH4の表記がある4つの端
子)のCH1に接続してください。入力インピーダンスは，1MΩ±1.0％，約28pFです。

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

1MΩ 28pF      300V CAT

差動プローブをここに接続します。

警　　告

火災や感電防止のため，本機器を過電圧カテゴリII，III，IV内の計測に使
用しないでください。

注　　意

1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数が1kHz以下のときに，
300VDCまたは300Vrmsです。これを超える電圧を加えると，入力部が
損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下
でも損傷することがあります。

プローブの電源
当社製の差動プローブ(形名：701922)を使う場合，プローブの電源として，本機器のリ
アパネルにあるプローブ用電源(PROBE  POWER)をご使用ください。
プローブ用電源についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「3.4　プローブを接続する」の「電流プローブ(700937，701930)，
差動プローブ(701920)を使う場合」をご覧ください。

接続時の注意
●プローブを初めて接続するときは，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュア
ル(IM701610-01)の「3.5　プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位
相補正を行ってください。補正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい
測定ができません。この補正は，プローブを接続するチャネルごとに行ってください。

●プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。
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差動プローブの接続方法
CANの代表的な規格として，High speed CAN(ISO11898)とLow speed CAN
(ISO11519-2)があります。

0
1
2
3
4
5

バ
ス
レ
ベ
ル
[V
]

0

1

CAN_High

CAN_Low

Node n
(Max:30)Node 1

High speed CAN (ISO11898)

リセッシブ リセッシブドミナント

CANバスの物理信号

CAN_High

CAN_Low
0
1
2
3
4
5

バ
ス
レ
ベ
ル
[V
]

1

0

2.2kΩ

2.2kΩ

CAN_High

CAN_Low

Node n
(Max:20)Node 1

Low speed CAN (ISO11519-2)

リセッシブ リセッシブドミナント

CANバスの物理信号

CAN_Low

CAN_High

120Ω 120Ω

論理値 論理値

上図のように，High speed CAN/Low speed CANのいずれの場合でも，2本のバス
(CAN_HighとCAN_Low)の電位差によってバスのレベルを判断します。バスのレベルには，
ドミナントとリセッシブの2つのレベルがあり，必ずどちらか一方のレベルになります。
本機器では，常にドミナントの論理値を「0」，リセッシブの論理値を「1」として扱いま
すが，差動プローブの接続のしかたによって，ドミナントとリセッシブのどちらの電圧レ
ベルを高く表示させるかを選択できます。

●差動プローブの接続のしかた

・リセッシブの電圧レベル ＞ ドミナントの電圧レベルで表示する場合

(Vdiff：CAN_L－CAN_H*1)

リセッシブ(論理値：1)

ドミナント(論理値：0)

・ 2線式(差動)のとき

差動プローブの「－」をCAN_Highに，「＋」をCAN_Lowに接続します。
・ 1線式(シングルエンド)のとき

差動プローブの「－」をCAN_Highに，「＋」をGND(接地電位)に接続します。

・リセッシブの電圧レベル ＜ ドミナントの電圧レベルで表示する場合

(Vdiff：CAN_H－CAN_L*1)

ドミナント(論理値：0)

リセッシブ(論理値：1)

・ 2線式(差動)のとき

差動プローブの「－」をCAN_Lowに，「＋」をCAN_Highに接続します。
・ 1線式(シングルエンド)のとき*2

差動プローブの「－」をGND(接地電位)に，「＋」をCAN_Highに接続します。

*1 トリガパターンの設定ダイアログボックス(1-5ページ参照)および解析条件の設定ダイアログ
ボックス(1-14ページ参照)で設定する項目です。プローブの接続のしかたによって，
「CAN_L－CAN_H」または「CAN_H－CAN_L」のどちらかを選択してください。詳細は，
各設定ダイアログボックスの解説をご覧ください。

*2 この場合は，パッシブプローブ(形名：700960)をCAN_Highに接続して使用することができ
ます。

1.2　プローブを接続する
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1.3 CANバス信号の取り込み条件を設定する

CANバス信号解析機能では，CANバスの特定のフレームまたはフィールドをトリガ条件と
してCANバス信号の取り込みを行います。

操作手順

トリガ条件の設定
1. ENHANCEDを押します。
2. Typeのソフトキーを押します。トリガタイプの選択メニューが表示されます。

3. CAN Busのソフトキーを押します。

4. Set Patternのソフトキーを押します。トリガパターンの設定ダイアログボックス
が表示されます。

●ビットレートの選択

5. ジョグシャトルを回して，Bit Rateにカーソルを移動します。
6. SELECTを押します。Bit Rateの設定が変更可能な状態になります。
7. ジョグシャトルを回して，ビットレートを1M，500k，250k，125k，100k，

95.2k，83.3k，50k，33.3k [bps]の中から選択します。
RESETを押すと，500k(初期値)にリセットされます。
他の設定項目に移動する場合は，SELECTまたはESCを押します。

●サンプルポイントの選択

8. ジョグシャトルを回して，Sample Pointにカーソルを移動します。
9. SELECTを押します。Sample Pointの設定が変更可能な状態になります。
10. ジョグシャトルを回して，サンプルポイントを18.8～90.6 [%]の中から設定しま

す。
RESETを押すと，62.5(初期値)にリセットされます。
他の設定項目に移動する場合は，SELECTまたはESCを押します。
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● メッセージフォーマットの選択

11. ジョグシャトルを回して，Message Formatにカーソルを移動します。
12. SELECTを押して，メッセージフォーマットをStdまたはExtのどちらかから選択

します。Identifierの設定形式が選択したフォーマットに変わります。

Identifierの設定
形式がStd(標準)
に変わります。

Identifierの設定
形式がExt(拡張)
に変わります。

Extを選択した場合Stdを選択した場合

● Vdiffの選択

13. ジョグシャトルを回して，Vdiffにカーソルを移動します。
14. SELECTを押します。Vdiffの設定が変更可能な状態になります。
15. ジョグシャトルを回して，Vdiffを「CAN_L－CAN_H」または「CAN_H－

CAN_L」のどちらかから選択します。
16. SELECTを押します。設定が確定されます。

●パターンフォーマットの選択

17. ジョグシャトルを回して，Pattern Formatにカーソルを移動します。
18. SELECTを押して，パターンフォーマットをHexまたはBinのどちらかから選択し

ます。IdentifierとData Fieldの設定形式が選択したフォーマットに変わります。

IdentifierとData Field
の設定形式がHex(16進数)
に変わります。

IdentifierとData Field
の設定形式がBin(2進数)
に変わります。

Hexを選択した場合 Binを選択した場合

●フィールド/フレームのタイプの設定

19. ジョグシャトルを回して，トリガ条件として使用するフィールドのタイプやフレー
ムのタイプにカーソルを移動します。フィールド/フレームのタイプは，Start of
Frame，Identifier，RTR，Data Field，Error Frameの中から選択します。

20. SELECTを押して，そのタイプをONにします。

Note
複数のタイプを同時に選択できますが，RTRとData Fieldを同時に選択(ON)することはできま
せん。どちらか一方をONにすると，もう一方はOFFになります。

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する

・フィールド/フレームのタイプにIdentifierを選択した場合

21. ジョグシャトルを回して，Conditionにカーソルを移動します。
22. SELECTを押して，コンディションをTrueまたはFalseのどちらかから選択します。
23. ジョグシャトルを回して，ビットパターンを設定するIdentifier(ID1，ID2，ID3，

ID4)にカーソルを移動します。
24. SELECTを押して，そのIdentifierをONにします。
25. ジョグシャトルを回して，ビットパターンを設定するビットにカーソルを移動し

て，SELECTを押します。
26. 操作17～18で，Pattern FormatにHexを選択した場合は，ジョグシャトルを回し

て，0～9，A～F，Xのどれかに設定し，SELECTを押します。RESETを押すと，
X(初期値)にリセットされます。
Pattern FormatにBinを選択した場合は，SELECTを押して，0，1，Xのどれかを
選択します。

27. 操作23～26を必要な回数だけ繰り返します。
操作30に進みます。

・フィールド/フレームのタイプにData Fieldを選択した場合

21. ジョグシャトルを回して，DLCにカーソルを移動します。
22. SELECTを押します。DLCの設定が変更可能な状態になります。
23. ジョグシャトルを回して，有効バイト数を1～8の中から設定します。
24. SELECTを押します。設定が確定されます。

RESETを押すと，8(初期値)にリセットされます。
25. ジョグシャトルを回して，Conditionにカーソルを移動します。
26. SELECTを押して，コンディションをTrue，False，Greater，Lessの中から選択

します。
27. SELECTを押します。
28. ジョグシャトルを回して，ビットパターンを設定するビットにカーソルを移動し

て，SELECTを押します。
29. 操作17～18で，Pattern FormatにHexを選択した場合は，ジョグシャトルを回し

て，0～9，A～F，Xのどれかに設定し，SELECTを押します。RESETを押すと，
X(初期値)にリセットされます。
Pattern FormatにBinを選択した場合は，SELECTを押して，0，1，Xのどれかを
選択します。
操作30に進みます。

Identifierのビットパターンの設定 Data Fieldのビットパターンの設定

ExtとBinを選択した場合

30. ESCを押します。
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トリガレベル/トリガカップリングなどの設定
31. Level/Couplingのソフトキーを押します。トリガレベル/ヒステリシス/カップリ

ング/HFリジェクションの設定ダイアログボックスが表示されます。

Note
CANバス信号解析機能では，トリガソースはCH1だけです。

●レベルの設定

32. ジョグシャトルを回して，Levelにカーソルを移動します。
33. SELECTを押し，ジョグシャトルを回して，レベルを設定します。

矢印キーで設定する桁を移動できます。RESETを押すと，0V(初期値)にリセット
されます。

34. SELECTを押します。設定が確定されます。

●ヒステリシスの設定

35. ジョグシャトルを回して，Hysにカーソルを移動します。

36. SELECTを押して，ヒステリシスを または のどちらかから選択します。

●トリガカップリングの設定

37. ジョグシャトルを回して，Couplingにカーソルを移動します。
38. SELECTを押して，カップリングをDCまたはACのどちらかから選択します。

● HFリジェクションの設定

39. ジョグシャトルを回して，HF Rejにカーソルを移動します。
40. SELECTを押して，HFリジェクションをOFFまたはONのどちらかから選択します。

41. ESCを押します。

●ホールドオフ時間の設定

42. Hold Offのソフトキーを押します。
43. ジョグシャトルを回して，ホールドオフ時間を設定します。

矢印キーで設定する桁を移動できます。RESETを押すと，0.08µs(初期値)にリ
セットされます。

トリガモードの設定
44. DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「6.1　ト

リガモードを設定する」の操作手順に従って，トリガモードを設定します。

レコード長の設定
45. DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「7.1　レ

コード長を設定する」の操作手順に従って，レコード長を設定します。

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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CANバス信号の取り込みのスタート/ストップ
46. START/STOPを押して，CANバス信号の取り込みをスタートします。設定したト

リガ条件で，トリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，START/STOPを押して，CANバス信号の取り込みをス
トップします。

解　　説

トリガ条件の設定
●ビットレートの選択：Bit Rate

解析対象のCANバスのデータ転送速度を次の中から選択します。
1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，50k，33.3k [bps]

●サンプルポイントの設定：Sample Point

バスレベル(リセッシブ/ドミナント)を判定するポイントを次の中から選択します。
18.8，21.9，25.0，28.1，31.3，34.4，37.5，40.6，43.8，46.9，50.0，53.1，
56.3，59.4，62.5，65.6，68.8，71.9，75.0，78.1，81.3，84.4，87.5，90.6 [％]

本機器のCANバス信号解析機能のトリガ回路では，入力されたCANバス信号を内部ク
ロックで一旦サンプリングして，リセッシブからドミナントへの変化点を検出していま
す。検出された変化点を0%とし，変化点からビットタイム(設定したビットレートの逆
数)が経過したところを100%として，サンプルポイントを%で設定します。

1 bit

1 bit

62.5[%]

18.8[%] 90.6[%]

サンプルポイント

サンプルポイントを62.5[%]に設定した場合

入力波形

内部クロック
でサンプリング
された波形

●メッセージフォーマットの設定：Message Format

データフレーム内のアービトレーションフィールドのIdentifier(ID)フィールドのフォー
マットを次のどちらかから選択します。
Std ：標準フォーマット
Ext ：拡張フォーマット

● Vdiffの設定：Vdiff

差動プローブの接続のしかたを次のどちらかから選択します。どちらの設定でも論理値
は，リセッシブ＝1，ドミナント＝0になります。
CAN_L－CAN_H ：リセッシブの電圧レベルがドミナントの電圧レベルより高く

なります。
CAN_H－CAN_L ：ドミナントの電圧レベルがリセッシブの電圧レベルより高く

なります。

Note
・ 差動プローブの接続方法についての詳細は，「1.2　プローブを接続する」をご覧ください。
・ ビットレートの設定は，解析条件の設定ダイアログボックス(1-14ページ参照)での設定とカー
ソルメニュー(1-28ページ参照)での設定と連動しています。

・ Vdiffの設定は，解析条件の設定ダイアログボックス(1-14ページ参照)での設定と連動しています。

●パターンフォーマットの設定：Pattern Format

Identifier(ID)フィールドとDataフィールドのフォーマットを次のどちらかから選択します。
Hex ： 16進数
Bin ： 2進数

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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● フィールド/フレームのタイプの設定

トリガ条件として使用するCANバス信号のフィールドのタイプやフレームのタイプを，
次の5種類の中から選択します。同時に複数のタイプを選択して，AND条件でトリガを
かけることもできます(コンビネーショントリガ)。ただし，RTRとData Fieldを組み合
わせて指定することはできません。

・ Start of Frame

Start of Frame(SOF)でトリガがかかります。トリガポイントは，Start of Frame
の終わりの位置になります。

・ Identifier

設定した条件と一致したIdentifier(ID)でトリガがかかります。IDを4種類まで設定で
きます。4種類のIDのOR条件でトリガがかかります。トリガポイントは，IDの終わ
りの位置になります。

・ RTR

リモートフレーム(RTRがリセッシブ)でトリガがかかります。トリガポイントは，
RTRビットの終わりの位置になります。

・ Data Field

設定した条件と一致したDataフィールドでトリガがかかります。トリガポイント
は，Dataフィールドの終わりの位置になります。

・ Error Frame

エラーフレームでトリガがかかります。本機器では，ドミナント(論理値：0)が6
ビット以上連続した場合をエラーフレームトリガの対象としています。したがっ
て，オーバーロードフレームでドミナントが6ビット以上連続した場合もトリガがか
かります。トリガポイントは，ドミナントの6ビット目の終わりの位置になります。

Note
複数のフィールドのタイプやフレームのタイプを組み合わせた場合，トリガポイントは，時系
列で最後に現れたタイプのトリガポイントになります。

・フィールド/フレームのフォーマットとトリガポジション

フィールド/フレームのフォーマットとトリガポジションは，下図のとおりです。

・データフレーム

Interframe Space
InterframeSpace or
OverloadFrame

Recessive

Dominant

Data Frame

Start of Frame
(1 bit)

S D

Arbitration Field
(Std: 12 bits, Ext: 32 bits)

Control Field
(6 bits)

Data Field
(0 to 64 bits)

CRC Field
(CRC Sequence: 15 bits, CRC Delimiter: 1 bit)     

ACK Field
(ACK Slot: 1 bit, ACK Delimiter: 1 bit)

End of Frame
(7 bits )

・リモートフレーム

Interframe Space
InterframeSpace or
OverloadFrame

Recessive

Dominant

Remote Frame

Start of Frame
(1 bit)

S

Arbitration Field
(Std: 12 bits, Ext: 32 bits)

Control Field
(6 bits)

CRC Field
(CRC Sequence: 15 bits, CRC Delimiter: 1 bit)

ACK Field
(ACK Slot: 1 bit, ACK Delimiter: 1 bit)

End of Frame
(7 bits)

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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・データフレーム/リモートフレームの標準フォーマットと拡張フォーマット

S
O
F

R
T
R

I
D
E

r
0

Recessive

Dominant

S I R

DLC
(4 bits)

Arbitration Field Data Field
Control

Field

Identifier (11 bits)

標準フォーマット

S
O
F

S
R
R

I
D
E

R
T
R

r
0

Recessive

Dominant

S I R

DLC
(4 bits)

r
1

Arbitration Field
Data
Field

Control
Field

Identifier (11 bits) Identifier (18 bits)

拡張フォーマット

・エラーフレーム

Recessive

Dominant

Error Frame
Data Frame

Error Flag
(6 bits)

Superposition of Error Flags
(6 to 12 bits)

Error Delimiter
(8 bits)

Interframe Space or
Overload Frame

E

S ： Start of Frameのときのトリガポジション
I ： Identifierのときのトリガポジション
R ： RTRのときのトリガポジション
D ： Data Frameのときのトリガポジション
E ： Error Frameのときのトリガポジション

・フィールド/フレームのタイプとして「Identifier」を選択した場合

・コンディションの選択：Condition

次のどちらかから選択します。
True ：ID1～ID4のビットパターンのどれかが成立したときにトリガがかかります。
False：ID1～ID4のビットパターン以外のパターンでトリガがかかります。

・ビットパターンの設定：ID1～ID4

4種類のビットパターン(ID1～ID4)を設定できます。
Pattern FormatにHex(16進数)を選択した場合は，X，0～9，A～Fを4ビット単位
で設定します。Pattern FormatにBin(2進数)を選択した場合は，X，0，1で設定し
ます。
ID1～ID4のOR条件でトリガがかかります。Message Formatの種類によって，設定
するビット数が次のようになります。
標準フォーマット(Std)：11ビット(Pattern FormatにHex(16進数)を選択した場合

の最大値は「7FF」になります。)
拡張フォーマット(Ext) ：29ビット(Pattern FormatにHex(16進数)を選択した場合

の最大値は「1FFFFFFF」になります。)

Note
・ Identifierを選択した状態(ON)で，ID1～ID4のすべてのビットをXに設定すると，トリガがかか
りません。この状態で，他のフィールドのタイプやフレームのタイプと組み合わせた場合も，
トリガがかかりません。

・ ID1～ID4のビットパターンにXが含まれている場合のトリガポイントは，ビットパターンに0ま
たは1を設定しているときと同様に，Identifier(ID)の終わりの位置になります。

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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・ フィールド/フレームのタイプとして「Data Field」を選択した場合

・有効バイト数の設定：DLC

データの有効バイト数を1～8バイトの範囲で設定します。設定した有効バイト数の
Data Fieldを有するフレームだけがトリガの対象になります。

・コンディションの選択：Condition

次の4種類の中から選択します。
True ：ビットパターンが成立したときにトリガがかかります。
False ：ビットパターンが不成立のときにトリガがかかります。
Greater ：バス上を流れるデータの値が設定値よりも大きいときにトリガがかかり

ます。
Less ：バス上を流れるデータの値が設定値よりも小さいときにトリガがかかり

ます。

Note
GreaterとLessは，データが最上位バイトからバス上を流れる場合(ビッグエンディアンの場合)
だけ使用できます。

・ビットパターンの設定：#1～#8

Dataフィールドのパターンを最大64ビットで設定します。
Pattern Formatの種類によって，設定する数値/文字が次のようになります。
Hex(16進数) ：X，0～9，A～F，–*(4ビット単位で設定)
Bin(2進数) ：X，0，1，–*

* 有効バイト数が7以下の場合，無効となるバイトは “–”と表示し，設定を変更できません。

Note
・ Data Fieldを選択した状態(ON)で，Data FieldのすべてのビットをXに設定すると，トリガが
かかりません。この状態で，他のフィールドのタイプやフレームのタイプと組み合わせた場合
も，トリガがかかりません。

・ Data FieldのビットパターンにXが含まれている場合のトリガポイントは，ビットパターンに
0または1を設定しているときと同様に，Data Fieldの終わりの位置になります。

・フィールド/フレームのタイプの設定時の注意

・ RTRとData Fieldは，同時に選択(ON)することができません。
RTRを選択している場合にData Fieldを選択するとRTRの選択状態は解除され，
Data Fieldを選択している場合にRTRを選択するとData Fieldの選択状態は解除され
ます。

・本機器のトリガ機能は，CANバス上に標準フォーマットと拡張フォーマットが混在
している場合には対応していません。2種類のフォーマットが混在している場合は，
正しくトリガがかかりません。

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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トリガレベル/トリガカップリングなどの設定
CANバス信号解析機能では，トリガソースとして使用できるのはCH1だけです。
CH1のトリガレベル，ヒステリシス，トリガカップリング，およびHFリジェクションを
設定します。

●トリガレベルの設定：Level

設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例：2mV/divのときの設定分解能は0.02mV)

●ヒステリシスの設定：Hys

トリガレベルに幅を持たせて，小さな変動ではトリガがかからないようにします。次の
どちらかから選択します。

：トリガレベルを中心に，約0.3div*のヒステリシス

：トリガレベルを中心に，約1div*のヒステリシス

* 上記の数値は，おおよその値です。厳密に保証するものではありません。

●トリガカップリングの設定：Coupling

次のどちらかから選択します。
AC ：トリガソース信号からDC成分を除去したものをトリガ信号にします。
DC ：トリガソース信号をそのままトリガ信号にします。

●HFリジェクションのON/OFF：HF Rej

トリガソース信号から高周波成分を除去した信号をトリガ信号にする場合は，ONを選
択します。

●ホールドオフ時間の設定：Hold Off

設定範囲 ： 0.08µs～10s(初期値：0.08µs)
設定分解能： 20ns

ホールドオフ時間についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュ
アル(IM701610-01)の「6.4　ホールドオフ時間を設定する」をご覧ください。

トリガモードの設定
表示波形を更新する条件をトリガモードとして設定します。トリガモードには，オート
モード，オートレベルモード，ノーマルモード，シングルモード，シングル(N)モードの
5種類があります。
トリガモードについての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「6.1　トリガモードを設定する」をご覧ください。

レコード長の設定
アクイジションメモリに取り込むレコード長(データ数)を設定します。
DL1640 ：1k，10k，100k，1M，4M*，8M [ワード]
DL1640L ：1k，10k，100k，1M，10M，16M*，32M [ワード]

* ハイレゾリューションモードで設定可能なレコード長です。ハイレゾリューションモードについ
ての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「7.4　ハイ
レゾリューションモードを使う」をご覧ください。

レコード長についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「7.1　レコード長を設定する」をご覧ください。

CANバス信号の取り込みのスタート/ストップ
CANバス信号の取り込みをスタートすると，設定したトリガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，CANバス信号の取り込みをストップします。

1.3　CANバス信号の取り込み条件を設定する
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1.4 解析する

トリガ機能を使って取り込んだCANバス信号のデータを解析し，Identifier，Data Field，
およびAcknowledgeの値などをフレームごとにリスト表示します。

操作手順

1. SHIFTを押して，シフト状態にします。
2. ZOOMを押します。
3. Typeのソフトキーを押します。タイプの選択メニューが表示されます。

4. CAN Busのソフトキーを押します。

Note
・ 解析の対象となるデータは，CH1のヒストリデータです。
・ サーチ方式をCAN Busに設定すると，ズーム波形の表示方法の設定が変わることがあります。
表示方法の設定が，Main，Z2 Only，Main & Z2の場合は，Main & Z1に変わります。
ズーム波形の表示方法についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「8.9　波形をズームする」をご覧ください。

解析条件の設定
5. Analyze Setupのソフトキーを押します。解析条件の設定ダイアログボックスが

表示されます。

● Bit Rateの設定

6. ジョグシャトルを回して，Bit Rateにカーソルを移動して，SELECTを押します。
7. ジョグシャトルを回して，1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，

50k，33.3k [bps]のどれかに設定し，SELECTを押します。Bit Rateの設定が変
更可能な状態のときにRESETを押すと，500k(初期値)にリセットされます。

● Sample Pointの設定

8. ジョグシャトルを回して，Sample Pointにカーソルを移動して，SELECTを押し
ます。

9. ジョグシャトルを回して，1ビット中のどの点をサンプリングするのかを18.8～
90.6 [%]の中から設定し，SELECTを押します。Sample Pointの設定が変更可能
な状態のときにRESETを押すと，62.5(初期値)にリセットされます。

● Vdiffの設定

10. ジョグシャトルを回して，Vdiffにカーソルを移動して，SELECTを押します。
11. ジョグシャトルを回して，CAN_H－CAN_LまたはCAN_L－CAN_Hのどちらか

を選択し，SELECTを押します。
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●スレショルドレベル(Thr Upper/ Thr Lower)の設定

12. ジョグシャトルを回して，Thr Upperにカーソルを移動して，SELECTを押します。
13. ジョグシャトルを回して，Highを判定するレベルを設定し，SELECTを押します。

矢印キーで設定する桁を移動できます。Thr Upperの設定が変更可能な状態のと
きにRESETを押すと，0V(初期値)にリセットされます。

14. 同様に，Thr LowerでLowを判定するレベルを設定します。

●スタッフビット演算の設定

15. ジョグシャトルを回して，Stuff Bit Operationにカーソルを移動してます。
16. SELECTを押して，スタッフビット演算を実行するかどうかをONまたはOFFのど

ちらかから選択します。

Note
スタッフビット演算の設定がONになっているときに，Analyze Execのソフトキー押すと，ス
タッフビット演算が実行されます。実行結果は，Math1の波形として表示されます。

17. ESCを押します。

解析の実行
●解析の実行

18. Analyze Execのソフトキーを押します。解析が実行されます。解析の実行後に，
画面右側に解析結果リストが表示されます。

解析結果リスト

解析の実行直後はNo.0の
フレームがハイライト表示
されています。

●解析結果リストから任意のフレームの選択

19. Listのソフトキーを押します。
20. ジョグシャトルを回して，解析結果リストから任意のフレームを選択します。

選択されたフレームは，ハイライト表示されます。選択されたフレームの先頭に
ズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

選択したフレームが
ハイライト表示されます。

Listのソフトキーを押して
ジョグシャトルを回すと，
任意のフレームがハイライト
表示されます。

選択したフレームの先頭に
ズーム位置が移動します。

1.4　解析する
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● ズーム率の設定

21. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1 Magに
します。

22. ジョグシャトルを回して，Z1ズームボックスのズーム率を設定します。

●ズーム位置の設定

23. Z1 Mag/Z1 Positionのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をZ1Position
にします。

24. ジョグシャトルを回して，Z1ズームボックスのズーム位置を設定します。
画面右側の解析結果リストのハイライト表示は，ズーム位置を含んでいるフレー
ムに移動します。

Z1 MagとZ1 Posの設定値を変更します。

画面内のズーム率(Z1 Mag)と
ズーム位置(Z1 Pos)が変わります。

ハイライト表示されるフレームもZ1 Posの変更に伴って移動します。

●詳細解析結果リストの表示

25. Detailのソフトキーを押します。詳細解析結果リストが表示されます。
このとき，ハイライト表示は，解析結果リストでハイライト表示されたフレーム
と同じ位置にあります。

26. HexまたはBinのどちらかのソフトキーを押して，データフォーマットを選択しま
す。選択したフォーマットで，データフィールドのデータが表示されます。

同じフレームがハイライト
表示されます。

詳細解析結果リスト 解析結果リスト

Hex/Binのソフトキーを押すと，
詳細解析結果リストのデータ
フィールドのデータが各フォー
マットで表示されます。

続けて解析結果のサーチを行う場合は，次節の「1.5　サーチする」に進みます。

 Note
・ データ内に不定データがある場合は，ACKの欄に「*」が表示されます。
・ 詳細解析結果リストは，そのままの形で外部ストレージメディアにASCII形式(拡張子「.TXT」)
で保存できます。詳細は，「1.7　詳細解析結果リストのデータを保存する」をご覧ください。

1.4　解析する
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解　　説

解析条件の設定
●使用するチャネル

CH1 ： CANバス信号の入力チャネル。プローブの接続方法については，「1.2　プ
ローブを接続する」をご覧ください。

Math1 ：スタッフビット演算結果の表示用チャネル。

●解析対象

解析の対象となるフレームは，次の3種類です。

・ Remote Frame

Identifierの値，CRCの値，Acknowledgeの有無を検出します。
・ Data Frame

Identifierの値，Dataの値，CRCの値，Acknowledgeの有無を検出します。
・ Error Frame

Identifierの値*，Dataの値*，CRCの値*，Acknowledgeの有無*，エラーの種類を検
出します。

* あるフレーム内でエラーを検出した場合，そのフレームの解析はその時点で終了し，次のフ
レームの解析を行います。したがって，エラーを検出した後のIdentifierの値，Dataの値，CRC
の値，Acknowledgeの有無は解析の対象にはなりません。

本機器では，エラーの種類を次の5種類に大別しています。
・ Active  Error

・バス上にドミナント(論理値：0)が6ビット以上続く場合にエラー
・エラーアクティブ状態(正常な状態)のユニットが出力するエラーフラグ(6ビット
のドミナントビット)およびビットエラー，スタッフエラーでドミナントが6ビッ
ト以上続く場合にエラー

・ Passive Error

・バス上にリセッシブ(論理値：1)が6ビット以上続く場合にエラー
・エラーパッシブ状態(エラーを起こしやすい状態)のユニットが出力するエラーフ
ラグ(6ビットのリセッシブビット)およびビットエラー，スタッフエラーでリセッ
シブが6ビット以上続く場合にエラー

・ Form Error

・固定フォーマット*のビットフィールドに違反したフォーマットがある場合
・次のフォーマットに違反した場合にエラー
・ リザーブビット(r0，r1)がドミナントのとき
・ DLCが0～8のとき

* 固定フォーマットには，次の3種類があります。
・ CRCデリミタがリセッシブ
・ ACKデリミタがリセッシブ
・ End of Frame がリセッシブ

・ CRC Error

取り込んだ波形データから計算したCRCの結果と，取り込んだCRCシーケンスの値
が異なる場合にエラー

・ Acknowledge Error

ACKスロットがリセッシブの場合にエラー

1.4　解析する
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● ビットレートの選択：Bit Rate

解析対象のCANバスのデータ転送速度を次の中から選択します。
1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，50k，33.3k [bps]

●サンプルポイントの設定：Sample Point

バスレベル(リセッシブ/ドミナント)を判定するポイントを次の中から選択します。
18.8，21.9，25.0，28.1，31.3，34.4，37.5，40.6，43.8，46.9，50.0，53.1，
56.3，59.4，62.5，65.6，68.8，71.9，75.0，78.1，81.3，84.4，87.5，90.6 [％]

入力されたCANバス信号の波形がリセッシブからドミナントに変化したところを0%と
し，そこからビットタイム(設定したビットレートの逆数)が経過したところを100%と
して，サンプルポイントを%で設定します。

● Vdiffの設定：Vdiff

差動プローブの接続のしかたを次のどちらかから選択します。どちらの設定でも論理値
は，リセッシブ＝1，ドミナント＝0になります。
CAN_L－CAN_H ：リセッシブの電圧レベルがドミナントの電圧レベルより高く

なります。
CAN_H－CAN_L ：ドミナントの電圧レベルがリセッシブの電圧レベルより高く

なります。

Note
・ 差動プローブの接続方法についての詳細は，「1.2　プローブを接続する」をご覧ください。
・ ビットレートの設定は，トリガパターンの設定ダイアログボックス(1-5ページ参照)での設定と
カーソルメニュー(1-28ページ参照)での設定と連動しています。

・ Vdiffの設定は，トリガパターンの設定ダイアログボックス(1-5ページ参照)での設定と連動し
ています。

●スレショルドレベルの設定：Thr Upper/Thr Lower

信号上の不定データを解析するために，2つ信号レベル(Thr UpperとThr Lower)を設
定します。実測データとそれぞれのレベルとの比較によって，0，1，または不定デー
タとして判定されます。Vdiffの設定によって，次のようになります。

・ Vdiff：CAN_L－CAN_Hの場合

実測データ＜Thr Lowerのとき ：0
実測データ＞Thr Upperのとき ：1
Thr Lower≦実測データ≦Thr Upperのとき ：不定データ

・ Vdiff：CAN_H－CAN_Lの場合

実測データ＜Thr Lowerのとき ：1
実測データ＞Thr Upperのとき ：0
Thr Lower≦実測データ≦Thr Upperのとき ：不定データ

不定データと判定されたビットは，直前のビットと同じ値とみなされて結果が表示され
ます。また，「解析結果リスト」と「詳細解析結果リスト」の不定データの存在するフ
レームに「*」が表示されます。

1.4　解析する
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●スタッフビット演算の設定：Stuff Bit Operation

解析実行時に並行してスタッフビット演算を行うかどうかを設定します。
OFF ： スタッフビット演算を行いません。
ON ： スタッフビット演算を行います。

・スタッフビット演算の結果は，Math1の波形として表示されます。
・スケーリングは，±2.0固定です。
スタッフビット ： Highレベル(＋1.0)
スタッフビット以外 ： Lowレベル(0.0)

・スタッフビット演算実行時の注意

スタッフビット波形を表示したまま，HISTORYメニューのSelect Recordを変更する
と，スタッフビット演算波形(Math1)以外のチャネルの波形は変更したヒストリ波形が
表示されますが，Math1は解析実行時の波形のままです。変更したヒストリ波形のス
タッフビット演算波形を表示したい場合は，再度解析を実行してください。

Note
以下のレコード長では，スタッフビット演算はできません。
・DL1640 ： レコード長が8Mワードのとき
・DL1640L ： レコード長が10Mワードまたは32Mワードのとき
上記の場合に，スタッフビットの設定をONにしたまま解析を実行しようとすると，「現在の
レコード長では，演算できません。」(エラーコード：851)のメッセージが表示されます。

・スタッフビットについて

CANバスでは，バーストエラーを防ぐために，同一レベルが6ビット以上連続しないよ
うに工夫されています。送信側は，Start of Frame～CRCフィールドの間で，同一レ
ベルが5ビット連続した場合，次のビット(6ビット目)に，前の連続した5ビットとは逆
の論理値のビット(スタッフビット)を挿入します。受信側は，このスタッフビットを削
除して受信します。
本機器では，CANバス信号の波形の中から，スタッフビットを抽出し，Math波形
(Math1)として表示することができます。

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

Low

High

スタッフビット

バス上に流れる信号
(CH1)

スタッフビット演算波形(Math1)
　スタッフビット：Highレベル
　その他　　　　：Lowレベル

1.4　解析する
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 解析の実行
●解析の実行：Analyze Exec

トリガ対象のフレームを基準に，前後それぞれ最大8000個のフレームまでを解析しま
す。トリガ点がフレームとフレームの間にある場合は，トリガ点の直後のフレームがト
リガ対象のフレームになります。画面上にStart of Frameがない場合には，解析は行わ
れません。また，解析時にエラーを検出すると，そのフレームの解析はその時点で終了
し，次のフレームの解析が行われます。

●解析結果リストの表示

解析が実行されると，画面右側に次の4項目が表示されます。
・ No. ： フレームの種類を示すアルファベットとフレームのNo.が表示されま

す。
[画面表示例] R0，D1，E－2
フレームの種類 ： R(Remote Frame)，D(Data Frame)，E

(Error Frame)
フレームのNo. ： トリガ対象フレームを0として，それより

も前はNo.－1，No.－2・・・，それより
も後はNo.1，No.2・・・と番号が付けら
れます。－8000～8000の範囲で表示され
ます。

・ ID ： Identifierの値(標準フォーマット(11ビット)または拡張フォーマット
(29ビット))がHex(16進数)で表示されます。

・ Dt ： Dataフィールドの値がHex(16進数)で表示されます。1つの枠に8
ビット表示されます。

・ ACK ： Acknowledgeの値がYで表示されます。(Acknowledgeが返ってい
る場合はY，Acknowledgeが返っていない場合は何も表示されませ
ん。)
不定データがフレーム内に存在する場合は，この欄に「*」が表示さ
れます。

解析実行直後には，自動的にNo.0のフレームがハイライト表示されています。ジョグ
シャトルを回すと，任意のフレームをハイライト表示させることができます。ハイライ
ト表示されたフレームの波形が，ズームボックスに表示されます。

Note
・ 解析結果リストの表示は，標準フォーマットと拡張フォーマットが混在している場合でも，自
動認識されます。

・ フレーム内でエラーが発見されて解析されなかった項目については，空欄になります。

1.4　解析する
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●詳細解析結果リストの表示：Detail

画面右側の解析結果リストが詳細表示されます。次の8項目が表示されます。
・フレームの種類 ：R(Remote Frame)，D(Data Frame)，E(Error Frame)
・ No. ：トリガ対象フレームを0として，それよりも前はNo.－1，No.－

2・・・，それよりも後はNo.1，No.2・・・と番号が付けられま
す。－8000～8000の範囲で表示されます。

・ Time(ms) ：トリガ点からStart of Frameまでの時間が表示されます。
・ ID ：Identifierの値(標準フォーマット(11ビット)または拡張フォー

マット(29ビット))がHex(16進数)で表示されます。
・ Data ：Dataフィールドの値がHex(16進数)またはBin(2進数)で表示*さ

れます。
・ CRC ：CRCの値がHex(16進数)で表示されます。
・ ACK ：Acknowledgeの値がYで表示されます。(Acknowledgeが返って

いる場合はY，Acknowledgeが返っていない場合は何も表示され
ません。)
不定データがフレーム内に存在する場合は，この欄に「*」が表
示されます。

・ Info. ：エラーの種類が次の5種類の中から表示されます。
Active，Passive，Form，CRC，ACK(Acknowledge)

* Hex(16進数)またはBin(2進数)のフォーマットの選択は，詳細解析結果リストと同時に表示さ
れるHex/Binの設定メニューで行うことができます。

解析実行直後には，自動的にNo.0のフレームがハイライト表示されています。ジョグ
シャトルを回すと，任意のフレームをハイライト表示させることができます。詳細解析
結果リストと解析結果リストのハイライト表示は，連動しています。

Note
詳細解析結果リストの内容は，ASCII形式で保存できます。詳細は，「1.7　詳細解析結果リス
トのデータを保存する」をご覧ください。

1.4　解析する
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● ズーム率：Z1 Mag

Z1ズームボックスのズーム率を設定します。ズーム率の上限は，表示レコード長に
よって次のように決まります。
(ズーム率の上限)＝(表示レコード長)÷50(または40)

表示レコード長と設定レコード長は，必ずしも一致しません。
表示レコード長についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュア
ル(IM701610-01)の「付録1　時間軸設定/サンプルレート/レコード長の関係」をご覧
ください。

●ズーム位置：Z1 Position

ズーム位置は，波形表示枠の中心を0divとして，ズーム中心位置(Z1ズームボックスの
中央)を－5～＋5divの設定範囲で設定できます。設定ステップは，次のとおりです。
(ズーム位置の設定ステップ)＝(T/div)×10÷(表示レコード長)

1.4　解析する
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1.5 サーチする

トリガ機能を使って取り込んだCANバス信号のデータを解析した後，特定のフレームまた
はフィールドのパターンと一致するデータをサーチ(パターンサーチ)したり，不定データ
をサーチしたりすることができます。

操作手順

1. 前節の「1.4　解析する」の操作に従って，解析を実行します。

サーチ条件の設定
2. Data Searchのソフトキーを押して，Search Setupのソフトキーを押します。

サーチ条件の設定ダイアログボックスが表示されます。

●サーチタイプの設定

3. ジョグシャトルを回して，Typeにカーソルを移動します。
4. SELECTを押して，Frame PatternまたはIndefinite Stateのどちらかを選択します。

Indefinite State
を選択した場合

Frame Pattern
を選択した場合

Frame Pattern(パターンサーチ)を選択した場合は，操作5に進みます。
Indefinite State(不定データサーチ)を選択した場合は，操作16に進みます。

●メッセージフォーマットの設定

5. ジョグシャトルを回して，Message Formatにカーソルを移動します。
6. SELECTを押して，StdまたはExtのどちらかを選択します。Identifierの設定形式

が選択したフォーマットに変わります。

●パターンフォーマットの設定

7. ジョグシャトルを回して，Pattern Formatにカーソルを移動します。
8. SELECTを押して，HexまたはBinのどちらかを選択します。IdentifierとData

Fieldの設定形式が選択したフォーマットに変わります。



1-24 IM 701610-51

● フィールド/フレームのタイプの設定

9. ジョグシャトルを回して，サーチ条件として使用するフィールドのタイプやフ
レームのタイプにカーソルを移動します。フィールド/フレームのタイプは，
Identifer，RTR，Data Field，ACK，Errorの中から選択します。

10. SELECTを押して，そのタイプをONにします。

Note
複数のタイプを同時に選択できますが，RTRとData Fieldを同時に選択(ON)することはできま
せん。どちらか一方をONにすると，もう一方はOFFになります。

・フィールド/フレームのタイプにIdentifierを選択した場合

11. ジョグシャトルを回して，ビットパターンを設定するビットにカーソルを移動し
て，SELECTを押します。

12. 操作7～8で，Pattern FormatにHexを選択した場合は，ジョグシャトルを回し
て，0～9，A～F，Xのどれかに設定し，SELECTを押します。RESETを押すと，
X(初期値)にリセットされます。
Pattern FormatにBinを選択した場合は，SELECTを押して，0，1，Xのどれかを
選択します。
操作16に進みます。

・フィールド/フレームのタイプにData Fieldを選択した場合

11. ジョグシャトルを回して，DLCにカーソルを移動して，SELECTを押します。
12. ジョグシャトルを回して，有効バイト数を1～8の中から設定します。
13. SELECTを押します。設定が確定されます。

RESETを押すと，8(初期値)にリセットされます。
14. ジョグシャトルを回して，ビットパターンを設定するビットにカーソルを移動し

て，SELECTを押します。
15. 操作7～8で，Pattern FormatにHexを選択した場合は，ジョグシャトルを回し

て，0～9，A～F，Xのどれかに設定し，SELECTを押します。RESETを押すと，
X(初期値)にリセットされます。
Pattern FormatにBinを選択した場合は，SELECTを押して，0，1，Xのどれかを
選択します。
操作16に進みます。

・フィールド/フレームのタイプにACKを選択した場合

11. ジョグシャトルを回して，ACK選択枠にカーソルを移動します。
12. SELECTを押して，YまたはNのどちらかを選択します。

操作16に進みます。

16. ESCを押します。

1.5　サーチする
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サーチの実行
●サーチの実行

17. NextまたはPrevのソフトキーを押します。Nextを押した場合は右方向に，Prev
を押した場合は左方向にサーチが実行されます。

左方向にサーチ
が実行されます。

右方向にサーチ
が実行されます。

●指定フィールドへのジャンプ(フィールドジャンプ)

18. Field Jumpのソフトキーを押します。フィールドの選択メニューが表示されます。

19. Identifier，Control Field，Data Field，CRC，ACKのソフトキーのどれかを押し
ます。選択されたフィールドの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

*

* 選択したフィールドの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が
  移動します。ジャンプさせるフィールドを選択します。

1.5　サーチする
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解　　説

サーチ条件の設定
サーチには，フィールドやフレームのパターンを指定して波形をサーチするパターンサー
チと，不定データをサーチする不定データサーチの2種類があります。
パターンサーチと不定データサーチを同時に行うことはできません。

●パターンサーチ：Frame Pattern

フィールドやフレームのパターンを指定して波形をサーチします。パターンと一致する
波形がみつかると，ズームボックスがそのポイントに移動し，指定した波形が表示され
ます。
不定データが存在するデータをパターンサーチする場合，不定データは1および0(論理
値)の両方の状態とみなされてサーチが行われます。
パターンサーチを行う場合は，次の各項目を設定します。

・メッセージフォーマットの設定：Message Format

データフレーム内のアービトレーションフィールドのIdentifier(ID)フィールドのフォー
マットを次のどちらかから選択します。
Std ：標準フォーマット(11ビット)
Ext ：拡張フォーマット(29ビット)

・パターンフォーマットの設定：Pattern Format

Identifier(ID)フィールドとDataフィールドのフォーマットを次のどちらかから選択しま
す。
Hex ： 16進数
Bin ： 2進数

・フィールド/フレームのタイプの設定

サーチ条件として使用するCANバス信号のフィールドのパターンやフレームのタイプ
を次の5種類の中から選択します。同時に複数のタイプを選択して，AND条件で設定し
たすべてのパターンの条件を満たしているデータをサーチします。ただし，RTRと
Data Fieldを組み合わせて指定することはできません。
・ Identifier

設定したパターンと一致するIdentifier(ID)をサーチします。
・ RTR

リモートフレーム(RTRがリセッシブ)をサーチします。
・ Data Field

設定したパターンと一致するDataフィールドをサーチします。
・ ACK

Acknowledgeが返っているフレームをサーチする場合は「Y」を，Acknowledgeが
返っていないフレームをサーチする場合は「N」を選択します。

・ Error Frame

エラーフレームをサーチします。本機器では，ドミナント(論理値：0)が6ビット以
上連続した場合をエラーフレームとしてサーチします。したがって，オーバーロー
ドフレームでドミナントが6ビット以上連続した場合もエラーフレームとしてサーチ
します。

●不定データサーチ：Indefinite State

不定データをサーチします。

1.5　サーチする
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サーチの実行
●サーチの実行：Next，Prev

NextまたはPrevのソフトキーを押すと，サーチが実行されます。サーチタイプ(パター
ンサーチまたは不定データサーチ)によって，次のような動作になります。

・パターンサーチの場合

Next ：現在選択されているフレームより後(右方向)のフレームをサーチします。
Prev ：現在選択されているフレームより前(左方向)のフレームをサーチします。

・不定データサーチの場合

Next ：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも後(右方向)のデータをサーチします。
Prev ：現在のズーム位置(Z1 Pos)よりも前(左方向)のデータをサーチします。

●サーチ結果の表示

・パターンサーチの場合

・フィールド/フレームのタイプ(Identifier，RTR，Data Field，ACK，Error)のうち，

1つ以上が選択されているとき

設定したフィールドの先頭に，ズーム位置(Z1 Pos)が移動します。複数のタイプが
設定されていると，時系列で一番最後にサーチしたフィールドの先頭にズーム位置
(Z1 Pos)が移動します。ただし，IdentifierとData Fieldについては，パターンの設
定がすべてXのときは，パターンを設定していないときと同じになり，サーチが実行
されません。

・フィールド/フレームのタイプ(Identifier，RTR，Data Field，ACK，Error)がすべて

OFFのとき

「パターンが設定されていません。」(エラーコード：770)のメッセージが表示されま
す。

・不定データサーチの場合

不定データの先頭にズーム位置(Z1 Pos)が移動します。

●指定フィールドへのジャンプ(フィールドジャンプ)：Field Jump

現在のフレーム内の特定のフィールドの先頭にズーム位置(Z1 Pos)を移動させること
ができます。対象となるフィールドは，次の5種類です。
・ Identifier
・ Control Field
・ Data Field
・ CRC
・ ACK

1.5　サーチする
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1.6 カーソルを使う

Cursor1とCursor2の間隔をCANバスのビットレート(データ転送速度)に保ちながら，
ビットレート分ずつ移動させることができます。解析/サーチ時などに，ビット数を数え
ながらCANバス信号波形のフィールド/フレームを確認することができます。

操作手順

1. CURSORを押します。

●カーソルタイプの選択

2. Typeのソフトキーを押します。カーソルタイプの選択メニューが表示されます。

3. Next1/2のソフトキーを押して，Next2/2のメニューを表示します。

4. CAN Busのソフトキーを押します。

CAN Busを選択すると，Cursor1の位置はVerticalカーソル*選択時と同じ位置に
なりますが，Cursor2の位置がCursor1からビットレート分だけ後ろに離れた位
置に移動します。(ビットレートの設定は，後述の操作4で設定します。)
基準カーソル(Ref1およびRef2)の位置は，既存の設定値のままです。

Cursor2

基準カーソル
(Ref1/Ref2)

Cursor1 Cursor2

ビットレート分

Z1 Magの設定値を変更して
この部分を拡大した場合

Cursor1

* CANバス信号解析機能におけるカーソル以外のカーソル(Verticalカーソルなど)についての詳細
は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「9.1　カーソルで
測定する」をご覧ください。

●ビットレートの設定

5. ビットレートの設定を変更しない場合は，操作6に進みます。
ビットレートの設定を変更する場合は，Bit Rateのソフトキーを押して，ジョグ
シャトルの対象をBit Rateにします。

6. ジョグシャトルを回して，1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，
50k，33.3k [bps]のどれかを選択します。Cursor2はCursor1から変更したビッ
トレート分だけ後ろに離れた位置に移動します。
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●指定フィールドへのカーソルの移動

7. Cursor Jumpのソフトキーを押します。移動先のフィールドの選択画面が表示さ
れます。

8. SOF，Identifier，Control Field，Data Field，CRC，またはACKのソフトキーの
どれかを押します。

9. Jump Execのソフトキーを押します。操作7で選択した移動先のフィールドの先
頭にCursor1が，Cursor1から後ろにビットレート分だけ離れた位置にCursor2
が移動します。

*

* 移動先として選択したフィールドの先頭にCursor1
  が移動します。
  Cursor2はCursor1からビットレート分だけ離れた
  位置に移動します。

移動先のフィールド

Cursor1 Cursor2

ビットレート分

Note
解析データがない状態でJump Execのソフトキーを押すと，「対象となるデータが存在しませ
ん。解析を実行してください。」(エラーコード：779)のメッセージが表示されます。

10. Cursor1/Cursor2のソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をCursor1/
Cursor2にします。

11. ジョグシャトルを回して，Cursor1とCursor2を移動します。Cursor1とCursor2
がビットレート分の間隔を保ちながら，ビットレートごとに移動します。

解　　説

●カーソルタイプの選択：Type

カーソルタイプにCAN Busを選択すると，Cursor1の位置は，Verticalカーソル選択時
と同じ位置になります。Cursor2の位置は，Cursor1からビットレート分だけ後ろに離
れた位置に移動します。基準カーソル(Ref1およびRef2)の位置は，既存の設定値のま
まです。

Ref2
Bit Rate

Ref1

Cursor2Cursor1

1.6　カーソルを使う



1-30 IM 701610-51

● ビットレートの設定：Bit Rate

CANバスのデータ転送速度を次の中から選択します。
1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，50k，33.3k [bps]

Note
ビットレートの設定は，トリガパターンの設定ダイアログボックス(1-5ページ参照)での設定と
解析条件の設定ダイアログボックス(1-14ページ参照)での設定と連動しています。

●指定フィールドへのカーソルの移動：Cursor Jump

Cursor1は，指定フィールド(SOF，Identifier，Control Field，Data Field，CRC，
ACK)の先頭に表示されます。Cursor2は，Cursor1から後ろにビットレート分だけ離
れた位置に表示されます。Cursor1とCursor2は，常にビットレート分の間隔を保って
移動します。また，Ref1が指定フィールドの先頭に，Ref2が指定フィールドの最後尾
に表示されます。

Ref2

Bit Rate

Ref1

SOF

Cursor1
Cursor2

Identifier

指定フィールドにIdentifierを選択した場合

Note
・ カーソルタイプがCAN Busの状態で，CANバス信号の解析(「1.4　解析する」参照)を実行す
ると，Cursor1がSOFフィールドの先頭に移動します。Cursor2はCursor1から後ろにビット
レート分だけ離れた位置に移動します。

・ カーソルタイプがCAN Busの状態で，指定フィールドへのジャンプ(「1.5　サーチする」の1-
25ページ/1-27ページの「指定フィールドへのジャンプ」参照)を実行すると，Z1 Pos，
Cursor1，およびRef1が指定したフィールドジャンプ先の先頭に，Cursor2がCursor1から後
ろにビットレート分だけ離れた位置に，Ref2が指定したフィールドジャンプ先の最後尾に移動
します。

Ref2

Bit Rate SOF

Cursor1
Cursor2

Identifier

フィールドジャンプ先にIdentifierを選択した場合

Ref1
Z1 Pos

1.6　カーソルを使う
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1.7 詳細解析結果リストのデータを保存する

詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存できます。

操作手順

1. FILEを押します。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemの選択メニューが表示されます。

3. Next 1/2のソフトキーを押します。

4. CAN Busのソフトキーを押します。File ItemがCAN Busに変わります。

5. Saveのソフトキーを押します。

●保存先の設定

・ストレージメディアの選択

6. File Listのソフトキーを押します。File Listボックスが表示されます。

7. ジョグシャトルを回して，保存先のストレージメディアを選択します。本機器に
内蔵されているストレージメディアは，[ ]で表示されます。

8. SELECTを押します。保存先として選択したストレージメディアの内容が表示さ
れます。

・ディレクトリの選択

操作6～8で選択したストレージメディアにディレクトリがある場合に操作してください。
9. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリを選択します。ディレクトリ

は，< >で表示されます。
10. SELECTを押します。ディレクトリが確定されます。

<..   >を選択すると，1つ上のディレクトリに移動します。

保存先

保存先のストレージメディア内
のディレクトリ

保存先として指定可能なストレージメディア
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● ファイル名/コメントの設定

11. File Nameのソフトキーを押します。ファイル名の設定ダイアログボックスが表
示されます。

12. ジョグシャトルを回して，Auto Namingにカーソルを移動します。
13. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，File Nameにカーソルを移動します。
15. SELECTを押します。キーボードが表示されるので，ファイル名を16文字以内で

入力します。操作13で，Auto NamingをONにした場合は，先頭から12文字が
ファイル名として有効です。

16. ジョグシャトルを回して，Commentにカーソルを移動します。
17. SELECTを押します。キーボードが表示されるので，コメントを25文字以内で入

力します。
18. ESCを押します。

Note
ファイル名/コメントの入力時に表示されるキーボードの操作については，DL1620/DL1640/
DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「4.1　数値・文字列を入力する」をご覧く
ださい。

●保存の実行

19. Save Exec(CAN Bus)のソフトキーを押します。保存が実行されます。

同時に，Save Exec(CAN Bus)のソフトキーの名称が，Abortに変わります。
保存を中止する場合は，Abortのソフトキーを押します。
同時に，Abortのソフトキーの名称が，Save Exec(CAN Bus)に変わります。

保存先

指定した保存先に詳細解析結果
リストのデータがASCII形式で
保存されます。

Auto Naming：ONの場合は保存の実行後に
自動的に番号が変わります。

1.7　詳細解析結果リストのデータを保存する
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解　　説

●保存先の設定：File List

・ストレージメディアの選択

保存先として指定可能なストレージメディアが，File Listボックスに表示されます。ス
トレージメディアは，[ ]で表示されます。

Note
ストレージメディアの表示例

・[Flash_Mem] ：内蔵フラッシュメモリ
・[PC_Card] ：PCカード
・[FD] ：フロッピーディスク
・[ZIP] ：Zipディスク
・[Network] ：ネットワークドライブ(イーサネットインタフェースオプション搭載時)
・[USB] ：USBストレージ

・ディレクトリの選択

ストレージメディアにディレクトリがある場合は，ディレクトリを保存先として指定で
きます。ディレクトリは，< >で表示されます。<..   >を選択すると，1つ上のディレ
クトリに移動します。

保存先は，File Listボックスの左上部にPathとして表示されます。
[例]Path＝ZIP\data
保存先は，Zipディスクのdataディレクトリになります。

保存先は，FILE > Save > File Listのソフトキーにも表示されます。ただし，File List
ボックスで保存先を変更後，ESCキーを1度押してからでないと，変更した保存先が
File Listのソフトキーに反映されません。

●ファイル名/コメントの設定：File Name

・オートネーミング機能：Auto Naming

Auto NamingをONにすると，画面データを保存するときに，自動的に「0000」から
「2399」までの4桁の番号が付いたファイルを作成します。その番号の前にFile Name
で指定した共通名(最大12文字，File Nameで指定)を付けられます。

Note
共通名は16文字まで入力できますが，下4桁は無効です。

・ファイル名/コメントの設定：File Name/Comment

・ファイル名は，必ず設定する必要があります。ファイル名を設定しないで保存を実
行すると，「入力ファイル名が不適当です。ファイル名を確認してください。」(エ
ラーコード：601)のメッセージが表示されます。また，同じディレクトリの中で，
すでに使用されているファイル名での保存はできません(上書き禁止)。

・コメントについては，必ずしも設定する必要はありません。

1.7　詳細解析結果リストのデータを保存する
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● 保存の実行

保存を実行すると，指定した保存先に解析結果のデータがASCII形式で保存されます。
拡張子は「.TXT」です。

[保存例]

●保存時の注意

・オートネーミング機能をONにしているときに保存できるファイル数は，最大2400
ファイルです。

・ 1つのディレクトリ内のファイル数とディレクトリ数の合計が5000を超えると，File
Listボックスの内容が表示されなくなります。

1.7　詳細解析結果リストのデータを保存する
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1.8 エラーメッセージ

ご使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明し
ます。ここでは，CANバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載していま
す。これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッ
セージについては，別冊のDL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM
701610-01)およびDL1620/DL1640/DL1640L通信インタフェースユーザーズマニュア
ル(IM 701610-17)に記載してあります。
なお，メッセージは，日本語/英語/中国語のいずれかの言語で表示させるかを設定できま
す。メッセージ言語の設定方法については，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマ
ニュアル(IM701610-01)の「14.2　メッセージの言語を変える，クリック音のON/OFF
を設定する」をご覧ください。
対処方法でサービスが必要なときは，横河エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申
しつけください。

コード メッセージ 対処方法 ページ

 27 サーチを実行しましたが，条件と一致するパターン － 1-23，1-26
は見つかりませんでした。
Executed the search, but no record was found
that matched the pattern.

 37 解析を中止しました。 － －
Aborted the analysis.

 38 データを認識できませんでした。 － 1-5，1-9，
設定を変更するか，波形を再取り込みした後， 1-14，1-17
もう一度実行してください。
Data not detected.
Execute again after changing the settings or
reacquiring the waveform.

 39 該当するフィールドは見つかりませんでした。 － －
The corresponding field was not found.

 40 フレーム内に，不定点(Thr Lower以上，Thr Upper － 1-16，1-18，
以下の点)を含んでいます。 1-20，1-26
The frame contains indefinite data (greater than
Thr Lower but less than Thr Upper).

 744 スタート中は実行できません。 Stopしてください。 IM701610-01の
Cannot be executed while running. 4.5節

 770 パターンが設定されていません。 少なくともサーチパターンの1つを「X」 1-23，1-26
Pattern is not specified. 以外に設定してください。

 779 対象となるデータが存在しません。 解析を実行してください。 1-15，1-20
解析を実行してください。
Analyzed data does not exist.
Execute the analysis.

 931 現在のレコード長では，演算できません。 レコード長を小さくするか，またはスタッ IM701610-01の
Computation can be carried out at the current フビット演算をOFFにしてください。 7.1節
record length. 1-15，1-18

 950 設定できません。 有効バイト数を増やしてください。 1-7，1-11
無効なバイトもしくはビットです。
Cannot be specified.
Invalid byte or bit.
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1.9 通信コマンド

ここに記載されているのは，「CANバス信号解析機能」に関する通信コマンドだけです。
DL1620/DL1640/DL1640Lの「CANバス信号解析機能」以外の通信コマンドについて
は，DL1620/DL1640/DL1640L通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM701610-
17)をご覧ください。

コマンド 機能 ページ

CAN Analyzeグループ

:SEARch:CAN? 解析*に関するすべての設定値の問い合わせ 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze? 解析*の実行に関するすべての設定値の問い合わせ 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:ABORt 解析*の実行の中止 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:EXECute 解析*の実行 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup? 解析*条件に関するすべての設定値の問い合わせ 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe 解析*条件のビットレート(データ転送速度)の設定/問い合わせ 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:LEVel 解析*条件のスレショルドレベルの設定/問い合わせ 1-39
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SBIT 解析*条件のスタッフビット演算の有(1)/無(0)の設定/問い合わせ 1-40
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SPOint 解析*条件のサンプルポイントの設定/問い合わせ 1-40
:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:VDIFf 解析*条件のVdiffの設定/問い合わせ 1-40
:SEARch:CAN:DETail:BINary 詳細解析結果リストのData Field値のBINARY表示の実行 1-40
:SEARch:CAN:DETail:HEXa 詳細解析結果リストのData Field値のHEXA表示の実行 1-40
:SEARch:CAN:DETail:LIST? 解析*結果の1フレーム分を文字列として出力 1-40
:SEARch:CAN:SEARch? 解析*結果のサーチに関するすべての設定値の問い合わせ 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:ACK 解析*結果を対象にACK Fieldへのフィールドジャンプの実行 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CONTrol 解析*結果を対象にControl Fieldへのフィールドジャンプの実行 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CRC 解析*結果を対象にCRC Fieldへのフィールドジャンプの実行 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:DATA 解析*結果を対象にData Fieldへのフィールドジャンプの実行 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:IDENtifier解析*結果を対象にIdentifierへのフィールドジャンプの実行 1-40
:SEARch:CAN:SEARch:NEXT? 解析*結果に対するサーチを右方向へ実行し，成功したフレームNo. 1-41

の問い合わせ
:SEARch:CAN:SEARch:PREVious? 解析*結果に対するサーチを左方向へ実行し，成功したフレームNo. 1-41

の問い合わせ
:SEARch:CAN:SEARch:SETup? 解析*結果のサーチに関するすべての設定値の問い合わせ 1-41
:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK? 解析*結果のパターンサーチのACKに関するすべての設定値の問い 1-41

合わせ
:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE 解析*結果のパターンサーチのACKの有効(1)/無効(0)の設定/問い合 1-41

わせ
:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:PATTern

解析*結果のパターンサーチでのACKのパターン(YES/NO)の設定/ 1-41
問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA? 解析*結果のパターンサーチでのData Fieldに関するすべての設定値 1-41
の問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC 解析*結果のパターンサーチでの有効バイト数(DLC)の設定/問い合 1-41
わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:HEXa<x>

解析*結果のパターンサーチでのData Fieldのパターンを1バイトごと 1-41
にHEXAで設定

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE 解析*結果のパターンサーチでのData Fieldの有効(1)/無効(0)の設定/ 1-42
問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:PATTern<x>

解析*結果のパターンサーチにおけるData Fieldのパターンを1バイト 1-42
ごとにBINARYで設定/問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor 解析*結果のパターンサーチでのErrorの有効(1)/無効(0)の設定/問い 1-42
合わせ
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1.9　通信コマンド

コマンド 機能 ページ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier?

解析*のパターンサーチでのIdentifierに関するすべての設定値の問い 1-42
合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:HEXa

解析*結果のパターンサーチでのIdentifierのサーチパターンをHEXAで 1-42
設定

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:MODE

解析*結果のパターンサーチでのIdentifierの有効(1)/無効(0)の設定/ 1-42
問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:PATTern

解析*結果のパターンサーチでのIdentifierのパターンをBINARYで設定/ 1-42
問い合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat 解析*結果のパターンサーチでのメッセージフォーマットの設定/問い 1-42
合わせ

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat 解析*結果のパターンサーチでの設定フォーマットの設定/問い合わせ 1-42
:SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR 解析*結果のパターンサーチにおいてデータフレーム(0)でサーチするか 1-43

リモートフレーム(1)でサーチするかの設定/問い合わせ
:SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE 解析*結果のサーチタイプ(パターンサーチ/不定データサーチ)の設定/ 1-43

問い合わせ

CAN Fileグループ

:File:SAVE:CAN:ABORt 詳細解析結果リストのデータの保存の中止 1-44
:File:SAVE:CAN[:EXECute] 詳細解析結果リストのデータの保存の実行(オーバーラップコマンド) 1-44

CAN Triggerグループ

:TRIGger:CAN? トリガ*機能に関するすべての設定値の問い合わせ 1-46
:TRIGger:CAN:BRATe トリガ*条件でのビットレート(データ転送速度)の設定/問い合わせ 1-46
:TRIGger:CAN:DATA? トリガ*条件でのData Fieldに関するすべての設定値の問い合わせ 1-46
:TRIGger:CAN:DATA:CONDition トリガ*条件でのData Fieldのコンディションの設定/問い合わせ 1-46
:TRIGger:CAN:DATA:DLC トリガ*条件でのData Fieldの有効バイト数(DLC)の設定/問い合わせ 1-46
:TRIGger:CAN:DATA:HEXa<x> トリガ*条件でのData Fieldのパターンを1バイトごとにHEXAで設定 1-46
:TRIGger:CAN:DATA:MODE トリガ*条件でのData Fieldがトリガ対象である(1)か否(0)かの設定/ 1-47

問い合わせ
:TRIGger:CAN:DATA:PATTern<x> トリガ*条件でのData FieldのパターンをBINARYで設定/問い合わせ 1-47
:TRIGger:CAN:EFRame トリガ*条件でのError Frameがトリガ対象である(1)か否(0)かの設定/ 1-47

問い合わせ
:TRIGger:CAN:IDENtifier? トリガ*条件でのIdentifierに関するすべての設定値の問い合わせ 1-47
:TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition トリガ*条件でのIdentifierのコンディションの設定/問い合わせ 1-47
:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>? トリガ*条件でのIdentifierのID<x>に関するすべての設定値を問い合わせ 1-47
:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:HEXa トリガ*条件でのIdentifierのID<x>のパターンをHEXAで設定 1-47
:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:MODE トリガ*条件でのIdentifierのID<x>の有効(1)/無効(0)の設定/問い合わせ 1-47
:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:PATTern

トリガ*条件でのIdentifierのID<x>のパターンをBINARYで設定/問い 1-48
合わせ

:TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE トリガ*条件でのIdentifierがトリガ対象である(1)か否(0)かの設定/ 1-48
問い合わせ

:TRIGger:CAN:MFORmat トリガ*条件でのメッセージフォーマットの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:CAN:PFORmat トリガ*条件でのトリガパターンの設定フォーマットの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:CAN:RTR トリガ*条件でのデータフレームでトリガをかける(0)かリモート 1-48

フレームでトリガかける(1)かの設定/問い合わせ
:TRIGger:CAN:SOFRame トリガ*条件でのStart of Frameがトリガ対象である(1)か否(0)かの 1-48

設定/問い合わせ
:TRIGger:CAN:SPOint トリガ*条件でのサンプルポイントの設定/問い合わせ 1-48
:TRIGger:CAN:VDIFf トリガ*条件でのVdiffの設定/問い合わせ 1-48

* 本節の各コマンドの機能の説明では，「CANバス信号解析機能の解析」を省略して「解析」と呼びます。「CANバス信号解析
機能のトリガ」を省略して「トリガ」と呼びます。
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●CAN Analyzeグループ
CAN Analyzaグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーと同様にCANバス信号解析機能の設定およ
び問い合わせができます。

:SEARch : CAN : ANALyz e : ABORt

EXECute

SETup : BRATe <Space> <NRf>

?

LEVel <Space> <NRf> , <NRf>

?

SBIT <Space> OFF

ON

<NRf>

?

SPOint <Space> <NRf>

?

VDIFf <Space> L_H

H_L

?

?

?

DETail : BINar y

HEXa

LIST ? <Space> <NRf>

SEARch : FJUMp : ACK

CONTrol

CRC

DATA

IDENtifier

NEXT ?

PREVious ?

SETup : ACK : MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space> YES

NO

?

?

DATA : DLC <Space> <NRf>

?

HEXa <x> <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <x> <Space>

?

?

ERRor <Space> OFF

ON

<NRf>

?

IDENtier : HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

:

:

:

＜文字列＞

:

:

:

:

:

:

:

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

1.9　通信コマンド
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PFORmat <Space> HEXa

BINar y

?

RTR <Space> OFF

ON

<NRf>

?

TYPE <Space> FRAMe

INDefinite

?

?

?

?

?

MFORmat <Space> STANdard

EXTended

?

1.9　通信コマンド

:SEARch:CAN?
機　能 解析機能に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構　文 :SEARch:CAN?

例 :SEARch:CAN? -> :SEARCH:CAN:ANALYZE:

SETUP:BRATE 250.0E+03;SPOINT 81.3;

VDIFF L_H;LEVEL -1.900000E+00,

-3.500000E+00;SBIT 0;:SEARCH:CAN:

SEARCH:SETUP:TYPE FRAME;

MFORMAT STANDARD;PFORMAT HEXA;

IDENTIFIER:MODE 0;

PATTERN "XXXXXXXXXXX";:SEARCH:CAN:

SEARCH:SETUP:RTR 0;DATA:MODE 0;DLC 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";:SEARCH:CAN:SEARCH:

SETUP:ACK:MODE 0;PATTERN YES;:SEARCH:

CAN:SEARCH:SETUP:ERROR0

:SEARch:CAN:ANALyze?
機　能 解析の実行に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze?

例 :SEARch:CAN:ANALyze? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:BRATE

1.000E+06;SPOINT 62.5;VDIFF L_H;LEVEL

0.0E+00,0.0E+00;SBIT 0

:SEARch:CAN:ANALyze:ABORt
機　能 解析の実行を中止します。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:ABORt

例 :SEARch:CAN:ANALyze:ABORt

:SEARch:CAN:ANALyze:EXECute
機　能 解析を実行します。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:EXECute

例 :SEARch:CAN:ANALyze:EXECute

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup?
機　能 解析条件に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup?

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup? -> :SEARCH:

CAN:ANALYZE:SETUP:BRATE 1.000E+06;

SPOINT 62.5;VDIFF L_H;LEVEL 0.0E+00,

0.0E+00;SBIT 0

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe
機　能 解析条件におけるビットレート(データ転送速度)を

設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe {<NRf>}

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe?

<NRf>=33300,50000,83300,95200,100000,

125000,250000,500000,1000000

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe 250000

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:BRATe? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:

BRATE 250.0E+03

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:LEVel
機　能 解析条件におけるスレショルドレベルを設定/問い

合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:

LEVel {<電圧>,<電圧>|<電流>,<電流>}

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:LEVel?

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:

LEVel 1.0,-1.0

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:LEVel? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:

LEVEL 1.000000E+00,-1.000000E+00
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:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SBIT
機　能 解析条件におけるスタッフビット演算の有(1)/無(0)

を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:

SBIT {<Boolean>}

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SBIT?

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SBIT 1

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SBIT? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:SBIT 1

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SPOint
機　能 解析条件におけるサンプルポイントを設定/問い合わ

せします。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup

:SPOint {<NRf>}

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SPOint?

<NRf>=18.8~90.6

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SPOint 62.5

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:SPOint? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:SPOINT 62.5

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:VDIFf
機　能 解析条件におけるVdiff(CAN_L-CAN_H/CAN_H-

CAN_L)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:

VDIFf {L_H|H_L}

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:VDIFf?

例 :SEARch:CAN:ANALyze:SETup:VDIFf L_H

:SEARch:CAN:ANALyze:SETup:VDIFf? ->

:SEARCH:CAN:ANALYZE:SETUP:VDIFF L_H

:SEARch:CAN:DETail:BINary
機　能 詳細解析結果リストにおけるData Fieldの値を

BINARY表示にします。
構　文 :SEARch:CAN:DETail:BINary

例 :SEARch:CAN:DETail:BINary

:SEARch:CAN:DETail:HEXa
機　能 詳細解析結果リストにおけるData Fieldの値をHEXA

表示にします。
構　文 :SEARch:CAN:DETail:HEXa

例 :SEARch:CAN:DETail:HEXa

:SEARch:CAN:DETail:LIST?
機　能 解析結果の1フレーム分を文字列として出力しま

す。
構　文 :SEARch:CAN:DETail:LIST? {<NRf>}

例 :SEARch:CAN:DETail:LIST? 0 ->

"D     0  -0.460 18F23200

00,00,FF,FF,80,25,FF,FF 1533   Y"

:SEARch:CAN:SEARch?
機　能 解析結果のサーチに関するすべての設定値を問い合

わせます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch?

例 :SEARch:CAN:SEARch? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:TYPE FRAME;

MFORMAT STANDARD;PFORMAT HEXA;

IDENTIFIER:MODE 0;

PATTERN "XXXXXXXXXXX";:SEARCH:CAN:

SEARCH:SETUP:RTR 0;DATA:MODE 0;DLC 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8" XXXXXXXX";

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ACK:MODE 0;

PATTERN YES;:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:

ERROR 0

:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:ACK
機　能 解析結果を対象にACK Fieldへのフィールドジャン

プを実行します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:ACK

例 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:ACK

:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CONTrol
機　能 解析結果を対象にControl Fieldへのフィールドジャ

ンプを実行します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CONTrol

例 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CONTrol

:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CRC
機　能 解析結果を対象にCRC Fieldへのフィールドジャン

プを実行します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CRC

例 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:CRC

:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:DATA
機　能 解析結果を対象にData Fieldへのフィールドジャン

プを実行します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:DATA

例 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:DATA

:SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:IDENtifier
機　能 解析結果を対象にIdentifierへのフィールドジャンプ

を実行します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:IDENtifier

例 :SEARch:CAN:SEARch:FJUMp:IDENtifier

1.9　通信コマンド
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:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:PATTern
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるACKのパターン

(YES/NO)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:PATTern

{YES|NO}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:PATTern?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:PATTern

YES

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:

PATTern? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ACK:PATTERN

YES

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA?
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるData Fieldに関す

るすべての設定値を問い合わせます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:DATA:MODE 0;

DLC 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC
機　能 解析結果のパターンサーチにおける有効バイト数

(DLC)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC

{<NRf>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC 6

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:DLC? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:DATA:DLC 6

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:

HEXa<x>
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるData Fieldのパ

ターンを1バイトごとにHEXAで設定します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:HEXa<x>

{<文字列>}

<x>=0~8

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:HEXa1

"A3"

:SEARch:CAN:SEARch:NEXT?
機　能 解析結果に対するサーチを右方向へ実行し，成功したフ

レームNo.を問い合わせます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:NEXT?

例 :SEARch:CAN:SEARch:NEXT? -> 1

:SEARch:CAN:SEARch:PREVious?
機　能 CANバス信号解析結果に対するサーチを左方向へ実行

し，成功したフレームNo.を問い合わせます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:PREVious?

例 :SEARch:CAN:SEARch:PREVious? -> -1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup?
機　能 解析結果のサーチに関するすべての設定値を問い合わせ

ます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:TYPE FRAME;

MFORMAT STANDARD;PFORMAT HEXA;

IDENTIFIER:MODE0;PATTERN"XXXXXXXXXXX";:

SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:RTR 0;

DATA:MODE 0;DLC 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ACK:MODE

0;PATTERNYES;

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ERROR 0

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK?
機　能 解析結果のパターンサーチのACKに関するすべての設定

値を問い合わせます。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ACK:MODE 0;

PATTERN YES

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE
機　能 解析結果のパターンサーチのACKの有効(1)/無効(0)を設

定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ACK:MODE? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ACK:MODE 1
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:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるData Fieldの有

効(1)/無効(0)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE 0

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:MODE? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:DATA:MODE 0

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:

PATTern<x>
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるData Fieldのパ

ターンを1バイトごとにBINARYで設定/問い合わせ
します。

構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:

PATTern<x> {<文字列>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:

PATTern<x>?

<x>=0~8

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:PATTern1

"10X10X10"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:DATA:PATTern1?

->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:DATA:PATTERN1

"10X10X10"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるErrorの有効(1)/

無効(0)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor

{<Boolean>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:ERRor? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:ERROR 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier?
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるIdentifierに関す

るすべての設定値を問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:IDENTIFIER:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

HEXa
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるIdentifierのパ

ターンをHEXAで設定します。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

HEXa {<文字列>}

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

HEXa "7FF"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

MODE
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるIdentifierの有効

(1)/無効(0)を設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

MODE {<Boolean>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

MODE?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

MODE 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

MODE? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:IDENTIFIER:

MODE 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

PATTern
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるIdentifierのパ

ターンをBINARYで設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

PATTern {<文字列>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

PATTern?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

PATTern "10X10X10X10"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:IDENtifier:

PATTern? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:IDENTIFIER:

PATTERN "10X10X10X10"

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat
機　能 解析結果のパターンサーチにおけるメッセージ

フォーマット(標準/拡張)を設定/問い合わせしま
す。

構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat

{STANdard/EXTended}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat

EXTended

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:MFORmat? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:MFORMAT

EXTENDED

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat
機　能 解析結果のパターンサーチにおける設定フォーマッ

トを設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat

{BINary/HEXa}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat HEXa

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:PFORmat? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:PFORMAT HEXA
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:SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR
機　能 解析結果のパターンサーチにおいてデータフレーム

(0)でサーチするか，リモートフレーム(1)でサーチす
るかを設定/問い合わせします。

構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR

{<Boolean>}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:RTR? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:RTR 1

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE
機　能 解析結果のパターンサーチを行うか，不定データ

サーチを行うかを設定/問い合わせします。
構　文 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE

{FRAMe|INDefinite}

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE?

例 :SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE

INDefinite

:SEARch:CAN:SEARch:SETup:TYPE? ->

:SEARCH:CAN:SEARCH:SETUP:TYPE

INDEFINITE
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●CAN Fileグループ
CAN Fileグループは，フロントパネルのFILEキーと同様にCANバス信号の詳細解析結果リストのデータの保存の
実行/中止ができます。

:FILE :

SAVE :

CAN :

ABORt

EXECute

?

;

;

:FILE:SAVE:CAN:ABORt
機　能 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存す

るのを中止します。
構　文 :FILE:SAVE:CAN:ABORt

例 :FILE:SAVE:CAN:ABORt

:FILE:SAVE:CAN:EXECute
機　能 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存し

ます。
構　文 :FILE:SAVE:CAN:EXECute

例 :FILE:SAVE:CAN:EXECute
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●CAN Triggerグループ
CAN Triggerグループは，フロントパネルのENHANCEDキーと同様にCANバス信号解析機能のトリガの設定およ
び問い合わせができます。

:TRIGg er : CAN : BRATe <Space> <NRf>

?

DATA : CONDition <Space> TRUE

FALSe

GREater

LESS

?

DLC <Space> <NRf>

?

HEXa <x> <Space> ＜文字列＞

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <x> <Space>

?

?

EFRame <Space> OFF

ON

<NRf>

?

IDENtifier : CONDition <Space> TRUE

FALSe

?

ID <x> : HEXa <Space>

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

PA TTern <Space>

?

?

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

?

MFORmat <Space> STANdard

EXTended

?

PFORmat <Space> BINar y

HEXa

?

RTR <Space> OFF

ON

<NRf>

?

:

:

:

:

＜文字列＞

＜文字列＞

＜文字列＞

1.9　通信コマンド
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SOFRame <Space> OFF

ON

<NRf>

?

SPOint <Space> <NRf>

?

VDIFf <Space> L_H

H_L

?

?

?

:TRIGger:CAN?
機　能 トリガ機能に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構　文 :TRIGger:CAN?

例 :TRIGger:CAN? -> :TRIGGER:CAN:BRATE

500.0E+03;SPOINT 62.5;MFORMAT

STANDARD;VDIFF L_H;PFORMAT HEXA;SOFRAME

0;IDENTIFIER:

MODE 1;CONDITION FALSE;ID1:

MODE 1;PATTERN "11111101100";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID2:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID3:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID4:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX";:

TRIGGER:CAN:RTR 0;DATA:MODE 1;DLC 6;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "XXXXXXXX";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "11111111";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "XXXXXXXX";

CONDITION FALSE;:TRIGGER:CAN:EFRAME 1

:TRIGger:CAN:BRATe
機　能 トリガ条件におけるビットレート(データ転送速度)

を設定/問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:BRATe {<NRf>}

:TRIGger:CAN:BRATe?

<NRf>=33300,50000,83300,95200,100000,

125000,250000,500000,1000000

例 :TRIGger:CAN:BRATe 500000

:TRIGger:CAN:BRATe? ->

:TRIGGER:CAN:BRATE 500.0E+03

:TRIGger:CAN:DATA?
機　能 トリガ条件におけるData Fieldに関するすべての設

定値を問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:DATA?

例 :TRIGger:CAN:DATA? ->

:TRIGGER:CAN:DATA:MODE 1;DLC 8;

PATTERN1 "XXXXXXXX";

PATTERN2 "XXXX0000";

PATTERN3 "XXXXXXXX";

PATTERN4 "XXXXXXXX";

PATTERN5 "XXXXXXXX";

PATTERN6 "XXXXXXXX";

PATTERN7 "XXXXXXXX";

PATTERN8 "11111111";

CONDITION TRUE

:TRIGger:CAN:DATA:CONDition
機　能 トリガ条件におけるData Fieldのコンディション

(True/False/Greater/Less)を設定/問い合わせしま
す。

構　文 :TRIGger:CAN:DATA:CONDition

{TRUE|FALSe|GREater|LESS}

:TRIGger:CAN:DATA:CONDition?

例 :TRIGger:CAN:DATA:CONDition FALSe

:TRIGger:CAN:DATA:CONDition? ->

:TRIGGER:CAN:DATA:CONDITION FALSE

:TRIGger:CAN:DATA:DLC
機　能 トリガ条件におけるData Fieldの有効バイト数(DLC)

を設定/問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:DATA:DLC {<NRf>}

:TRIGger:CAN:DATA:DLC?

       <NRf>=1~8

例 :TRIGger:CAN:DATA:DLC 6

:TRIGger:CAN:DATA:DLC? ->

:TRIGGER:CAN:DATA:DLC 6

:TRIGger:CAN:DATA:HEXa<x>
機　能 トリガ条件におけるData Fieldのパターンを1バイト

ごとにHEXAで設定します。
構　文 :TRIGger:CAN:DATA:HEXa<x> {<文字列>}

<x>=1~8

例 :TRIGger:CAN:DATA:HEXa1 "A3"
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:TRIGger:CAN:DATA:MODE
機　能 トリガ条件においてData Fieldがトリガ対象である

(1)か否(0)かを設定/問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:DATA:MODE {<Boolean>}

:TRIGger:CAN:DATA:MODE?

例 :TRIGger:CAN:DATA:MODE 1

:TRIGger:CAN:DATA:MODE? ->

:TRIGGER:CAN:DATA:MODE 1

:TRIGger:CAN:DATA:PATTern<x>
機　能 トリガ条件におけるData Fieldのパターンを1バイト

ごとにBINARYで設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:DATA:PATTern<x> {<文字列>}

:TRIGger:CAN:DATA:PATTern<x>?

<x>=1~8

例 :TRIGger:CAN:DATA:PATTern1 "10X10X10"

:TRIGger:CAN:DATA:PATTern1? ->

:TRIGGER:CAN:DATA:PATTERN1 "10X10X10"

:TRIGger:CAN:EFRame
機　能 トリガ条件においてError Frameがトリガ対象である

(1)か否(0)かを設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:EFRame {<Boolean>}

:TRIGger:CAN:EFRame?

例 :TRIGger:CAN:EFRame 1

:TRIGger:CAN:EFRame? ->

:TRIGGER:CAN:EFRAME 1

:TRIGger:CAN:IDENtifier?
機　能 トリガ条件におけるIdentifierに関するすべての設定

値を問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier?

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:MODE

1;CONDITION FALSE;ID1:

MODE 1;PATTERN "11111101100";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID2:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID3:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX";:

TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID4:

MODE 0;PATTERN "XXXXXXXXXXX"

:TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition
機　能 トリガ条件におけるIdentifierのコンディション

(True/Fales)を設定/問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition

{TRUE|FALSe}

:TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition?

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition FALSe

:TRIGger:CAN:IDENtifier:CONDition? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:CONDITION FALSE

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>?
機　能 トリガ条件におけるIdentifierのID<x>に関するすべ

ての設定値を問い合わせます。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>?

<x>=1~4

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID1:MODE

1;PATTERN "11111101100"

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:HEXa
機　能 トリガ条件におけるIdentifierのID<x>のパターンを

HEXAで設定します。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:

HEXa {<文字列>}

<x>=1~4

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1:HEXa "7FF"

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:MODE
機　能 トリガ条件におけるIdentifierのID<x>の有効(1)/無効

(0)を設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:MODE?

<x>=1~4

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1:MODE 1

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1:MODE? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID1:MODE 1

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:

PATTern
機　能 トリガ条件におけるIdentifierのID<x>のパターンを

BINARYで設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:PATTern

{<文字列>}

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID<x>:PATTern?

<x>=1~4

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1:PATTern

"10X10X10X10"

:TRIGger:CAN:IDENtifier:ID1:PATTern? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:ID1:PATTERN

"10X10X10X10"

:TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE
機　能 トリガ条件においてIdentifierがトリガ対象である(1)

か否(0)かを設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE

{<Boolean>}

:TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE?

例 :TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE 1

:TRIGger:CAN:IDENtifier:MODE? ->

:TRIGGER:CAN:IDENTIFIER:MODE 1
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:TRIGger:CAN:MFORmat
機　能 トリガ条件におけるメッセージフォーマット(標準/

拡張)を設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:MFORmat {STANdard/

EXTended}

:TRIGger:CAN:MFORmat?

例 :TRIGger:CAN:MFORmat EXTended

:TRIGger:CAN:MFORmat? ->

:TRIGGER:CAN:MFORMAT EXTENDED

:TRIGger:CAN:PFORmat
機　能 トリガ条件におけるトリガパターンの設定フォー

マットを設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:PFORmat {BINary/HEXa}

:TRIGger:CAN:PFORmat?

例 :TRIGger:CAN:PFORmat HEXa

:TRIGger:CAN:PFORmat? ->

:TRIGGER:CAN:PFORMAT HEXA

:TRIGger:CAN:RTR
機　能 トリガ条件においてデータフレームでトリガをかけ

る(0)か，リモートフレームでトリガをかける(1)か
を設定/問い合わせします。

構　文 :TRIGger:CAN:RTR {<Boolean>}

:TRIGger:CAN:RTR?

例 :TRIGger:CAN:RTR 1

:TRIGger:CAN:RTR? ->

:TRIGGER:CAN:RTR 1

:TRIGger:CAN:SOFRame
機　能 トリガ条件においてStart of Frameがトリガ対象で

ある(1)か否(0)かを設定/問い合わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:SOFRame {<Boolean>}

:TRIGger:CAN:SOFRame?

例 :TRIGger:CAN:SOFRame 1

:TRIGger:CAN:SOFRame? ->

:TRIGGER:CAN:SOFRAME 1

:TRIGger:CAN:SPOint
機　能 トリガ条件におけるサンプルポイントを設定/問い合

わせします。
構　文 :TRIGger:CAN:SPOint {<NRf>}

:TRIGger:CAN:SPOint?

<NRf>=18.8~90.6

例 :TRIGger:CAN:SPOint 78.1

:TRIGger:CAN:SPOint? ->

:TRIGGER:CAN:SPOINT 78.1

:TRIGger:CAN:VDIFf
機　能 トリガ条件におけるVdiffを設定/問い合わせしま

す。
構　文 :TRIGger:CAN:VDIFf {L_H|H_L}

:TRIGger:CAN:VDIFf?

例 :TRIGger:CAN:VDIFf L_H

:TRIGger:CAN:VDIFf? ->

:TRIGGER:CAN:VDIFF L_H
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第2章 SPIバス信号解析機能

2.1 SPIバス信号解析機能の概要

SPIバス信号解析機能について
本機能を使うと，SPIバスの信号波形を表示しながら，データを解析できます。
主な機能は，次のとおりです。

●解析機能　≡2-7ページ≡

ヒストリデータ/アクイジションデータ/波形の取り込みをストップしたときに表示され
ているデータを解析できます。
解析結果は，画面右側にリスト表示されます。また，解析結果リストをヘキサ/バイナ
リ表示したり，解析結果リストと波形を同時表示することも可能です。

●サーチ機能　≡2-7ページ≡

取り込んだデータ(現在表示しているデータ)から，指定したデータパターンと一致する
データをサーチ(前方サーチ/後方サーチ)し，サーチしたデータをズーム画面に拡大表
示します。データパターンはバイナリまたはヘキサで，データ長は1～8バイトから設
定できます。また，不定データをサーチすることも可能です。

クロック信号(Clock)

データ出力信号

データ入力信号

チップセレクト信号(CS)

バイト番号 ：0
データ出力信号 ：08(HEX)
データ入力信号 ：C4(HEX)
チップセレクト信号：L
ビットオーダ ：MSB First

1 2 3 4 5 6 7 8

解析結果

0 0 0 0 1 0 0 0

1 1 0 0 0 1 0 0

Note
・ 本機器では，CH1にクロック信号(Clock)，CH2とCH3にデータ入出力信号(Data1および
Data2)，CH4にチップセレクト信号(CS)を入力します。

・ データ伝送は，クロック信号に同期してバイト(8ビット)単位で行われます。したがって，SPI
信号をバイト単位で解析/サーチします。

・ SPIバス信号解析機能には，専用のトリガはありません。



2-2 IM 701610-51

操作の流れ
下図は，SPIバス信号解析機能の操作の流れを把握していただくためのものです。それぞ
れの項目の詳細については，本書の参照ページまたはDL1620/DL1640/DL1640Lユー
ザーズマニュアル(IM701610-01)の各節をご覧ください。

解析対象信号を表示する
・トリガ条件の設定
・トリガモードの設定
・レコード長の設定

2-4ページ*2

6.1節*1

7.1節*1

解析対象信号の取り込みをスタートする 2-5ページ*2

解析対象信号の取り込みをストップする 2-5ページ*2

サーチする

2-10ページ*2
詳細解析結果リストの
データを保存する

2-16ページ*2

解析する 2-7ページ*2

*1　DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の参照節を示しています。
*2　本書の参照ページを示しています。

本機能を使用する前に
・本機器の設置
・電源の接続とON/OFF
・プローブの接続

3.2節*1

3.3節*1

2-3ページ*2

2.1　SPIバス信号解析機能の概要
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2.2 プローブを接続する

測定入力端子
プローブは，フロントパネルの下部にある入力端子(CH1～CH4の表記がある4つの端子)
のいずれかに接続してください。入力インピーダンスは，1MΩ±1.0%，約28pFです。

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

1MΩ 28pF      300V CAT

警　　告

火災や感電防止のため，本機器を過電圧カテゴリII，III，IV内の計測に使
用しないでください。

注　　意

1MΩ入力の場合の最大入力電圧は，周波数1kH z以下のときに，
300VDCまたは300Vrmsです。これを超える電圧を加えると，入力部が
損傷する恐れがあります。周波数が1kHzを超えるときは，この電圧以下
でも損傷することがあります。

　

接続時の注意
● SPIバス信号を解析をするときは，次のように各入力端子に信号を入力してください。
CH1 ：クロック信号(Clock)
CH2 ：データ入出力信号(Data1)*
CH3 ：データ入出力信号(Data2)*
CH4 ：チップセレクト信号(CS)

* CH2とCH3は，データ入力信号またはデータ出力信号のどちらでも接続できます。本機器は，
CH2に接続された信号のデータをData1，CH3に接続された信号のデータをData2として処理
します。

●プローブを初めて接続するときは，ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「3.5　
プローブの位相補正をする」に従って，必ずプローブの位相補正を行ってください。補
正しないと，周波数に対して利得が一定にならず，正しい測定を行うことはできませ
ん。この補正は，接続するチャネルごとに行ってください。

●プローブを使用しないで被測定回路に直接接続する場合は，負荷効果により，正しい測
定ができないことがあります。ご注意ください。
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2.3 解析対象信号を表示する

SPIバス信号解析機能には，専用のトリガがないので，下記にCS信号(CH4)の立ち下がり
エッジでトリガをかける場合の方法を記載します。詳細は，DL1620/DL1640/DL1640L
ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「6.5　エッジトリガをかける(SIMPLE)」をご
覧ください。また，その他の条件でトリガをかける場合は，同マニュアル(IM 701610-
01)の「第6章　トリガ」をご参照ください。

操作手順

トリガ条件の設定
1. SIMPLEを押します。

●トリガソースの設定

2. Sourceのソフトキーを押します。トリガソースの選択メニューが表示されます。

3. CH4のソフトキーを押します。

●トリガレベルの設定

4. Levelのソフトキーを押して，対象をLevelにします。

5. ジョグシャトルを回して，トリガレベルを設定します。
矢印キーで設定する桁を移動できます。
RESETを押すと，トリガレベルが現在のオフセット電圧値になります。

●トリガスロープの設定

6. Slopeのソフトキーを押して， を選択します。

●トリガカップリングの設定

7. Couplingのソフトキーを押して，DCを選択します。

● HFリジェクションの設定

8. HF Rejectのソフトキーを押して，OFF，ONのどちらかを選択します。

●ヒステリシスの設定

9. Hysteresisのソフトキーを押して， または のどちらかから選択します。

●ホールドオフ時間の設定

10. Hold Offのソフトキーを押して，対象をHold Offにします。
11. ジョグシャトルを回して，ホールドオフ時間を設定します。

矢印キーで設定する桁を移動できます。RESETを押すと，0.08µs(初期値)にリ
セットされます。
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トリガモードの設定
12. DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「6.1　ト

リガモードを設定する」の操作手順に従って，トリガモードを設定します。

レコード長の設定
13. DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「7.1　レ

コード長を設定する」の操作手順に従って，レコード長を設定します。

解析対象信号の取り込みのスタート/ストップ
14. START/STOPを押して，解析対象信号の取り込みをスタートします。設定したト

リガ条件で，トリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，START/STOPを押して，解析対象信号の取り込みをス
トップします。

解　　説

トリガ条件の設定
●トリガソースの選択：Source

CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，トリガソースにCH4を選
択します。

●トリガレベルの設定：Level

設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

●トリガスロープの設定：Slope

トリガソースが設定したレベルをどのように横切ったときにトリガをかけるかを，次の
3つの中から選択します。CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，
トリガスロープを に設定します。
：トリガレベル以下から以上になったときにトリガ(立ち上がり)
：トリガレベル以上から以下になったときにトリガ(立ち下がり)
：立ち上がり/立ち下がりのどちらの状態でもトリガ

●トリガカップリングの設定：Coupling

次の中から選択します。CS信号(CH4)の立ち下がりエッジでトリガをかける場合は，
トリガカップリングをDCに設定します。
AC：トリガソース信号からDC成分を除去したものをトリガ信号にします。
DC：トリガソース信号をそのままトリガ信号にします。

●HFリジェクションの設定：HF Rej

トリガソース信号から高周波成分(約15kHz以上の周波数成分)を除去した信号をトリガ
信号にするとき，「ON」にします。

●ヒステリシスの設定：Hys

トリガレベルに幅を持たせて，小さな変動ではトリガがかからないようにします。
： トリガレベルを中心に，約0.3div*のヒステリシス
： トリガレベルを中心に，約1div*のヒステリシス

* 上記の数値は，おおよその値です。厳密に保証するものではありません。

●ホールドオフ時間の設定：Hold Off

設定範囲 ：0.08µs～10s(初期値：0.08µs)
設定分解能： 20ns

ホールドオフ時間についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュ
アル(IM 701610-01)の「6.4　ホールドオフ時間を設定する」をご覧ください。

2.3　解析対象信号を表示する
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トリガモードの設定
表示波形を更新する条件をトリガモードとして設定します。トリガモードには，オート
モード，オートレベルモード，ノーマルモード，シングルモード，シングル(N)モードの
5種類があります。
トリガモードについての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「6.1　トリガモードを設定する」をご覧ください。

レコード長の設定
アクイジションメモリに取り込むレコード長(データ数)を設定します。
DL1640 ：1k，10k，100k，1M，4M*，8M [ワード]
DL1640L ：1k，10k，100k，1M，10M，16M*，32M [ワード]

* ハイレゾリューションモードで設定可能なレコード長です。ハイレゾリューションモードについ
ての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「7.4　ハイ
レゾリューションモードを使う」をご覧ください。

レコード長についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル
(IM701610-01)の「7.1　レコード長を設定する」をご覧ください。

解析対象信号の取り込みのスタート/ストップ
解析対象信号の取り込みをスタートすると，設定したトリガ条件でトリガがかかります。
続けて解析を行う場合は，解析対象信号の取り込みをストップします。

2.3　解析対象信号を表示する
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2.4 解析する/サーチする

トリガ機能を使って取り込んだ解析対象信号のデータを解析し，Reference Pointからの
時間，データ，およびCS信号の状態などをリスト表示します。解析後，特定のデータの
パターンと一致するデータをサーチ(パターンサーチ)したり，不定データをサーチしたり
することができます。

操作手順

1. SHIFTを押して，シフト状態にします。
2. ZOOMを押します。
3. Typeのソフトキーを押します。解析タイプの選択メニューが表示されます。

4. SPI Busのソフトキーを押します。

解析条件の設定
5. Analyze Setupのソフトキーを押します。解析条件の設定ダイアログボックスが

表示されます。

●Clock(CH1)の設定

・レベルの設定

6. ジョグシャトルを回して，ClockのLevelを選択します。
7. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
8. ジョグシャトルを回して，レベルを設定します。
9. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。

・ヒステリシスの設定

10. ジョグシャトルを回して，Hysteresisを選択します。
11. 操作7～9と同様にして，ヒステリシスを設定します。

・ Polarityの設定

12. ジョグシャトルを回して，Polarityにカーソルを移動します。
13. SELECTを押して， または のどちらかを選択します。
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● Data1(CH2)の設定

14. ジョグシャトルを回して，Data1(CH2)を選択します。
15. SELECTを押します。Data1(CH2)の左にあるボタンが強調表示されます。

・スレショルドレベルの設定

16. ジョグシャトルを回して，Data1(CH2)のThr Upperの欄を選択します。
17. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
18. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。
19. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消すと，数値が確定します。
20. 操作16～19と同様にして，Data1(CH2)のThr Lowerを設定します。

● Data2(CH3)の設定

21. 操作14～20と同様にして，Data2(CH3)のThr UpperおよびThr Lowerを設定し
ます。

Note
工場出荷時の状態では，Data1(CH2)とData2(CH3)の左にあるボタンは，強調表示された状態
になっています。

● CS(CH4)の設定

22. CH4をCS信号に設定する場合は，ジョグシャトルを回して，CSのCH4を選択し
ます。

23. SELECTを押します。CH4の左にあるボタンが強調表示されます。

・レベルの設定

24. ジョグシャトルを回して，CSのLevelを選択します。
25. 操作7～9と同様にして，レベルを設定します。

・ CS信号の状態の設定

26. ジョグシャトルを回して，Enable Stateを選択します。
27. 操作22～23でCH4をCS信号に設定した場合は，SELECTを押して，L，H，Xの

いずれかを選択します。
操作22～23でCH4をCS信号に設定しない場合は，Enable Stateの欄に「-」が表
示されます。

● Reference Pointの設定

・トリガポジションを解析基準点に設定する場合

28. ジョグシャトルを回して，Trigger Positionを選択します。
29. SELECTを押します。Trigger Positionの左にあるボタンが強調表示され，トリガ

ポジションが解析基準点になります。操作32に進みます。

・手動で解析基準点を設定する場合

28. ジョグシャトルを回して，Manualを選択します。
29. SELECTを押します。Manualの左にあるボタンが強調表示されます。
30. ジョグシャトルを回して，Manualの右側の欄を選択します。
31. 操作7～9と同様にして，数値を設定します。操作32に進みます

Note
手動で解析基準点を設定する場合，半透過モード表示にすると，波形表示を確認しながら解析
基準点を設定できます。半透過モード表示についての詳細は，DL1620/DL1640/DL1640L
ユーザーズマニュアル(IM 701610-01)の「8.7　半透過モード表示をON/OFFする」をご覧く
ださい。

2.4　解析する/サーチする
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●ビットオーダの設定

32. ジョグシャトルを回して，Bit Orderを選択します。
33. SELECTを押して，MSB First，LSB Firstのどちらかを選択します。
34. ESCを押します。

解析の実行
●解析の実行

35. Analyze Execのソフトキーを押します。波形の解析を実行して，結果を画面の右
側に表示します。

Listのソフトキーを押して，ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，
選択した解析番号のデータをズーム画面に拡大表示します。

このデータをズーム画面
に表示します。

解析結果

ズーム画面

Note
解析結果に不定データがある場合は，Data1とData2の欄に「＊」が表示されます。

●詳細解析結果リストの表示

36. Detailのソフトキーを押します。詳細解析結果リストが表示されます。

37. HexまたはBinのソフトキーを押して，データフォーマットを選択します。Data1
とData2が，選択したデータフォーマットで表示されます。
詳細解析結果リストを閉じるときには，ESCを押します。

Note
・ ジョグシャトルを回して，解析番号を選択すると，選択した解析番号のバイトをズーム画面に
拡大表示します。

・ 詳細解析結果リストの解析番号は，画面右側の解析結果リストの解析番号と連動しています。

2.4　解析する/サーチする
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サーチ条件の設定
38. Data Searchのソフトキーを押します。

39. Search Setupのソフトキーを押します。Search Setupダイアログボックスが表
示されます。

40. ジョグシャトルを回して，Typeにカーソルを移動します。

41. SELECTを押して，Frame PatternまたはIndefinite Stateを選択します。

● Frame Pattern(パターンサーチ)を選択した場合

・パターンフォーマットの設定

42. ジョグシャトルを回して，Pattern Formatにカーソルを移動します。
43. SELECTを押して，HexまたはBinを選択します。

・ソースの設定

44. ジョグシャトルを回して，Sourceにカーソルを移動します。
45. SELECTを押して，Data1またはData2を選択します。

・データバイトの設定

46. ジョグシャトルを回して，Data Byteにカーソルを移動します。
47. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
48. ジョグシャトルを回して，数値を1～8から設定します。RESETを押すと，「8」

にリセットされます。

・データパターンの設定

49. ジョグシャトルを回して，Data Patternを設定するビットにカーソルを移動しま
す。

50. SELECTを押して，設定ボックスを表示します。
51. ジョグシャトルを回して，数値を設定します。「X」に設定したビットは，サー

チ条件の対象になりません。SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを消す
と，数値が確定します。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作52に進みます。

● Indefinite State(不定データサーチ)を選択した場合

設定する項目はありません。
ESCを押して，ダイアログボックスを閉じます。操作52に進みます。

2.4　解析する/サーチする
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サーチの実行
52. Prevのソフトキーを押すと，現在の位置より前のデータを探します。Nextのソフ

トキーを押すと，現在の位置より後のデータを探します。パターンサーチでは，
サーチパターンと一致すると，画面右側の解析結果表示の対応するバイトが強調
表示され，ズーム画面が連動して移動します。不定データサーチでは，Data1ま
たはData2で不定データが存在するバイトを強調表示します。

解　　説

解析条件の設定
●Clock(CH1)の設定

・レベルの設定：Level

クロック信号の立ち上がり，立ち下がりを判断するレベルを設定します。
設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02mVです。)

・ヒステリシスの設定：Hysteresis

設定範囲 ： 0.3div～4.0div

・ Polarityの設定

：設定したレベル以下から以上になったタイミングでデータ入出力信号を読み取り
ます。

：設定したレベル以上から以下になったタイミングでデータ入出力信号を読み取り
ます。

●Data1(CH2)，Data2(CH3)の設定

・スレショルドレベルの設定：Thr Upper/Thr Lower

データチャネルの信号レベルが「0」「1」「不定データ」のいずれになるかを判断す
るレベルを設定します。
Thr Upper：このレベルを超える信号を「1」とします。
Thr Lower：このレベル未満の信号を「0」とします。
Thr Lower ≦ データ信号レベル ≦ Thr Upper の場合は，「不定データ」とします。
不定データが見つかった場合は，解析結果の表示画面で，不定データが存在するバイト
のData1またはData2の表示欄に「＊」を表示します。

●チップセレクト信号(CS)の設定

CS信号を設定する場合は，CH4を指定します。
・レベルの設定：Level

CH4の信号が「H」か「L」かを判定するレベル(Level)を次のように設定します。
設定範囲 ：画面内8div分
設定分解能： 0.01div(例えば，2mV/divのとき，設定分解能は0.02ｍVです。)

・CS信号の状態(Enable State)の設定：Enable State

次のいずれかから選択します。
H ： CS信号が「H」のとき，データ入出力信号を解析します。
L ： CS信号が「L」のとき，データ入出力信号を解析します。
X ：すべてのデータ入出力信号を解析します。CS信号がHからL，LからHに切り替わ

る変化点が，解析対象のバイトの区切りになります。
－： CS信号を選択していないときに適用できます。すべてのデータ入出力信号を解析

します。Reference Pointから，バイト単位で区切られたデータ入出力信号が解
析の対象になります。

2.4　解析する/サーチする
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● Reference Pointの設定

解析を開始する基準点(Reference Point)を次の中から選択します。
Trigger Position：トリガポジションを基準点にします。
Manual ： －5～＋5divの範囲で基準点を設定できます。

Clock

Data1

Data2

CS

Reference Point

0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0

1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

ビットオーダ ：MSB First

・ Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Lのとき

解析番号(No.) ： 0
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： 08
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： E4
CS信号のイネーブル状態(CS) ： L

・ Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Hのとき

解析番号(No.) ： 0
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： D8
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： 3D
CS信号のイネーブル状態(CS) ： H

・ Clock(CH1)= ，CS(CH4)=Xのとき

解析番号(No.) ： 0 1
Data1のヘキサ表示(Dt1) ： 08 D8
Data2のヘキサ表示(Dt2) ： E4 3D
CS信号のイネーブル状態(CS) ： L H

●ビットオーダの設定：Bit Order

バスを流れるデータに合わせて，MSBまたはLSBのどちらかを選択します。
MSB First ： MSBからバスにデータ入出力信号が流れているときに選択します。
LSB First ： LSBからバスにデータ入出力信号が流れているときに選択します。

Data

MSB Firstの場合 ：E831

LSB Firstの場合 ：71C8

1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1

●解析対象

次のデータを解析できます。
・ヒストリデータ
・波形の取り込みをストップしたときに表示されているデータ
・ロードしたアクイジションデータ(ACQデータ)
ヒストリデータの解析対象は，「Select Record」で選択した波形だけです。

2.4　解析する/サーチする
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●解析範囲

画面表示範囲内のアクイジションデータを対象に解析をします。表示できる解析結果
は，40000バイト分です。ただし，解析バイト数によって，次のようになります。
・全解析結果が40000バイト分以下の場合：
Reference Pointの位置に関係なく，すべて表示されます。

・全解析結果が40000バイト分より多い場合：
Pre*側およびPost*側の解析結果の数によって，次のように表示されます。
・ Pre側=30000，Post側=30000　→　Pre側=20000，Post側=20000を表示
・ Pre側=10000，Post側=50000　→　Pre側=10000，Post側=30000を表示
・ Pre側=50000，Post側=10000　→　Pre側=30000，Post側=10000を表示

* Pre ：Reference Pointの前(左)方向
Post：Reference Pointの後(右)方向

●解析時の注意

・波形取り込みがスタート中は，解析/サーチできません。
・アキュムレート波形は，解析/サーチできません。

解析の実行
●解析の実行：Analyze Exec

解析を実行すると，画面右側に解析結果リストが表示されます。

●解析結果リストの表示

次の4項目を表示します。
No. ：最大40000まで表示できます。
Dt1，Dt2 ： Data1，Data2のデータをHex(16進数)表示します。ただし，1バイトの

データが8ビット未満の場合は，データを表示しません。不定データが存
在する場合は「＊」を表示します。不定データは1ビット前のデータと同
じ値として解析します。先頭のデータが不定データの場合は0として解析
します。

CS ： CS信号の状態を表示します。CS信号を設定していないときは，空欄で
す。CS信号を設定しているときは，「H」または「L」を表示します。

CS信号を設定するかどうかで，解析番号のNo.0のバイトが次のようになります。

・ CS信号を設定していない場合

Reference Point以降に最初に検出したバイトがNo.0になります。

Reference Point

No.-1

7 8 1 2 3 4 5 6

Data

Clock 7 8 1 2

No.0 No.1

2.4　解析する/サーチする
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・ CS信号を設定している場合

Reference Pointが含まれているバイトがNo.0になります。
ただし，Reference Pointがバイトとバイトの間にある場合は，Reference Point以
降に最初に検出したバイトがNo.0になります。

Reference Point

No.-1

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock

No.0

1 2 3 4 5 6 7 8

Reference Point

No.0

1 2 3 4 5 6 7 8

Data

Clock

No.1

1 2 3 4 5 6 7 8

CS

CS

Note
・ 解析を実行すると，解析結果リストの任意のバイトを選択(強調表示)して，そのバイトの先頭
にZoom Positionが移動します。また，Zoom Positionを移動すると，Zoom Positionに対応
するバイトに，解析結果リストの強調表示が移動します。

・ CS信号を設定した場合，Main画面上のCS信号波形にHからL，LからHに切り替わる変化点が
ないときは，データ入出力信号は解析されません。

●詳細解析結果リストの表示：Detail

解析結果が次のように詳細表示されます。

Reference Pointからの時間
Data1のバイナリ(またはヘキサ)表示

Data2のバイナリ(またはヘキサ)表示

CS信号の状態

不定データが存在するバイトのData1，Data2の左側には
「＊」が表示されます。

詳細解析結果リストでは，指定した番号のデータを強調表示します。
波形表示画面では，指定した番号のデータをズーム画面に表示します。

2.4　解析する/サーチする
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サーチ条件の設定
サーチには，データのパターンを指定して波形をサーチするパターンサーチと，不定デー
タをサーチする不定データサーチの2種類があります。
パターンサーチと不定データサーチを同時に行うことはできません。

●パターンサーチ：Frame Pattern

Data1またはData2のデータのパターンをバイト単位で指定して，波形をサーチできま
す。設定したパターンと一致する波形が見つかると，Zoom Positionがその部分に移動
して，Zoom画面にサーチした波形を表示します。バイナリまたはヘキサでサーチする
パターンを設定します。「X」が設定されているビットは，サーチの対象外です。
設定項目は，次のとおりです。
Pattern Format：パターン表示形式を指定します。Hex(16進数表示)またはBin(2進数

表示)のいずれかを選択します。
Source ：パターンサーチする対象波形をData1またはData2に設定します。
Data Byte ：データのバイト数を1～8(byte)から設定します。
Data Pattern ：サーチするパターンをHexまたはBin形式で設定します。ビットオー

ダは解析時に設定した形式になります。設定したビットにXがある
と，Hex形式では「$」を表示します。

●不定データサーチ：Indefinite State

解析結果から，不定データをサーチします。

Note
・ 不定データは，常に設定したステータスと一致していると判断します。
・ CS信号が選択されているチャネルを指定して解析した場合，CS信号の状態が変化した時点で
データが区切れたとみなします。この場合，サーチするときもデータが区切れたとみなして
サーチします。例えば，下図のような合計5バイトのデータを解析した場合，解析時のCSチャ
ネルの指定によって，次のようにサーチをします。
・ CSチャネルを指定して解析した場合
2つのCSの区間にわたるデータのサーチはできません。したがって，Data Byteを4または
5に設定してサーチすることはできません。(解析結果からは判断できません。)

・ CSチャネルを指定しないで解析した場合
チップセレクト区間とは無関係です。Data Byteを4または5に設定してサーチできます。
[例] Enable State=L

Data

CS

8 bit 8 bit 8 bit 8 bit 8 bit

サーチの実行
●サーチの実行：Next，Prev

設定したサーチ条件と一致するデータを前方(Prev)または後方(Next)にサーチします。
データが一致すると，画面右側の解析結果リストの対応するデータを強調表示します。
また，一致したデータをズーム画面に拡大表示します。

2.4　解析する/サーチする
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2.5 詳細解析結果リストのデータを保存する

詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存できます。

操作手順

1. FILEを押します。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemの選択メニューが表示されます。

3. Next1/2のソフトキーを押します。

4. SPI Busのソフトキーを押します。File ItemがSPI Busに変わります。

5. Saveのソフトキーを押します。

●保存先の設定

・ストレージメディアの選択

6. File Listのソフトキーを押します。File Listボックスが表示されます。

7. ジョグシャトルを回して，保存先のストレージメディアを選択します。本機器に
内蔵されているストレージメディアは，[ ]で表示されます。

8. SELECTを押します。保存先として選択したストレージメディアの内容が表示さ
れます。

・ディレクトリの選択

操作6～8で選択したストレージメディアにディレクトリがある場合に操作してください。
9. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリを選択します。ディレクトリ

は，< >で表示されます。
10. SELECTを押します。ディレクトリが確定されます。

<..   >を選択すると，1つ上のディレクトリに移動します。

保存先

保存先のストレージメディア内
のディレクトリ

保存先として指定可能なストレージメディア
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●ファイル名/コメントの設定

11. File Nameのソフトキーを押します。ファイル名の設定ダイアログボックスが表
示されます。

12. ジョグシャトルを回して，Auto Namingにカーソルを移動します。
13. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，File Nameにカーソルを移動します。
15. SELECTを押します。キーボードが表示されるので，ファイル名を16文字以内で

入力します。操作13で，Auto NamingをONにした場合は，先頭から12文字が
ファイル名として有効です。

16. ジョグシャトルを回して，Commentにカーソルを移動します。
17. SELECTを押します。キーボードが表示されるので，コメントを25文字以内で入

力します。
18. ESCを押します。

Note
ファイル名/コメントの入力時に表示されるキーボードの操作については，DL1620/DL1640/
DL1640Lユーザーズマニュアル(IM701610-01)の「4.1　数値・文字列を入力する」をご覧く
ださい。

●保存の実行

19. Save Exec(SPI Bus)のソフトキーを押します。保存が実行されます。

同時に，Save Exec(SPI Bus)のソフトキーの名称が，Abortに変わります。
保存を中止する場合は，Abortのソフトキーを押します。
同時に，Abortのソフトキーの名称が，Save Exec(SPI Bus)に変わります。

保存先

指定した保存先に詳細解析結果
リストのデータがASCII形式で
保存されます。

Auto Naming：ONの場合は保存の実行後に
自動的に番号が変わります。

2.5　詳細解析結果リストのデータを保存する
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解　　説

●保存先の設定：File List

・ ストレージメディアの選択

保存先として指定可能なストレージメディアが，File Listボックスに表示されます。ス
トレージメディアは，[ ]で表示されます。

Note
ストレージメディアの表示例

・[Flash_Mem] ：内蔵フラッシュメモリ
・[PC_Card] ：PCカード
・[FD] ：フロッピーディスク
・[ZIP] ：Zipディスク
・[Network] ：ネットワークドライブ(イーサネットインタフェースオプション搭載時)
・[USB] ：USBストレージ

・ディレクトリの選択

ストレージメディアにディレクトリがある場合は，ディレクトリを保存先として指定で
きます。ディレクトリは，< >で表示されます。<..   >を選択すると，1つ上のディレ
クトリに移動します。

保存先は，File Listボックスの左上部にPathとして表示されます。
[例]Path＝ZIP\data
保存先は，Zipディスクのdataディレクトリになります。

保存先は，FILE > Save > File Listのソフトキーにも表示されます。ただし，File List
ボックスで保存先を変更後，ESCキーを1度押してからでないと，変更した保存先が
File Listのソフトキーに反映されません。

●ファイル名/コメントの設定：File Name

・オートネーミング機能：Auto Naming

Auto NamingをONにすると，画面データを保存するときに，自動的に「0000」から
「2399」までの4桁の番号が付いたファイルを作成します。その番号の前にFile Name
で指定した共通名(最大12文字，File Nameで指定)を付けられます。

Note
共通名は16文字まで入力できますが，下4桁は無効です。

・ファイル名/コメントの設定：File Name/Comment

・ファイル名は，必ず設定する必要があります。ファイル名を設定しないで保存を実
行すると，「入力ファイル名が不適当です。ファイル名を確認してください。」(エ
ラーコード：601)のメッセージが表示されます。また，同じディレクトリの中で，
すでに使用されているファイル名での保存はできません(上書き禁止)。

・コメントについては，必ずしも設定する必要はありません。

●保存の実行

保存を実行すると，指定した保存先に解析結果のデータがASCII形式で保存されます。
拡張子 ： .TXT
データ容量： (1データのバイト数*1×解析結果の数)＋44バイト*2

*1 データによって，1データのバイト数は異なります。
・CSなしの解析データの場合 ：最小40バイト
・CH4をCSに設定した解析データの場合：最大44バイト

*2 タイトルのデータサイズは，44バイトです。

2.5　詳細解析結果リストのデータを保存する



2-19IM 701610-51

S
P
I

バ
ス
信
号
解
析
機
能

1

2

3

索

●保存時の注意

・オートネーミング機能をONにしているときに保存できるファイル数は，最大2400
ファイルです。

・ 1つのディレクトリ内のファイル数とディレクトリ数の合計が5000を超えると，File
Listボックスの内容が表示されなくなります。

2.5　詳細解析結果リストのデータを保存する
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2.6 エラーメッセージ

ご使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法を説明し
ます。ここでは，SPIバス信号解析機能に関するエラーメッセージだけを記載していま
す。これら以外にも本体および通信関連のエラーメッセージがあります。これらのメッ
セージについては，別冊のDL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマニュアル(IM
701610-01)およびDL1620/DL1640/DL1640L通信インタフェースユーザーズマニュア
ル(IM 701610-17)に記載してあります。
なお，メッセージは，日本語/英語/中国語のいずれかの言語で表示させるかを設定できま
す。メッセージ言語の設定方法については，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマ
ニュアル(IM701610-01)の「14.2　メッセージの言語を変える，クリック音のON/OFF
を設定する」をご覧ください。
対処方法でサービスが必要なときは，横河エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申
しつけください。

コード メッセージ 対処方法 ページ

37 解析を中止しました。 - -
Analysis aborted.

38 データを認識できませんでした。設定を変更するか， - 2-4，2-7，
波形を再取り込みした後，もう一度実行してください。 2-11
Data not detected.  Execute again after changing
the settings or reacquiring the waveform.

779 対象となるデータが存在しません。 解析を実行してください。 2-9，2-13
解析を実行してください。
Specified data does not exist.  Execute the analysis.

950 設定できません。無効なバイトもしくはビットです。 - 2-10，2-15
Cannot be specified.  Invalid byte or bit.

951 CSチャネルを指定していないときは，設定できません。 - 2-8，2-11
Cannot be set when CS channels are not specified.
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2.7 通信コマンド

ここに記載されているのは，「SPIバス信号解析機能」に関する通信コマンドだけです。
DL1620/DL1640/DL1640Lの「SPIバス信号解析機能」以外の通信コマンドについて
は，DL1620/DL1640/DL1640L通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM701610-
17)をご覧ください。

コマンド 機能 ページ

SPI Analyzeグループ

:SEARch:SPI? 解析*に関するすべての設定値の問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze? 解析*の実行に関するすべての設定値の問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt 解析*の実行の中止 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute 解析*の実行 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup? 解析*条件に関するすべての設定値の問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder 解析*データの結果表示のビット順序の設定/問い合わせ 2-24
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk? 解析*条件でのクロックチャネルのすべての設定値の問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:HYSTeresis

解析*条件でのクロックチャネルのヒステリシスの設定/問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

解析*条件でのクロックチャネルのレベルの設定/問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:POLarity

解析*条件でのクロックチャネルの解析するエッジの設定/問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS? 解析*条件でのCS信号のすべての設定値の問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4?

CS信号条件におけるチャネル4のすべての設定値の問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:LEVel

CS信号条件におけるチャネル4のレベルの設定/問い合わせ 2-25
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:MODE

解析*条件においてチャネル4をCS信号として扱う(ON)/扱わない
(OFF)の設定/問い合わせ 2-25

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate解析*条件においてCS信号の有効状態の設定/問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>? 解析*条件でのデータチャネルのすべての設定値の問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

解析*条件でのデータチャネルのスレショルドレベルの設定/問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

解析*条件でのデータチャネルの有効(ON)/無効(OFF)の設定/問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition解析*基準位置を手動にしたときの，基準位置の設定/問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint 解析*基準位置をトリガポジションにするか，手動にするかの設定/

問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:LIST? 解析*結果の1バイト分を文字列として出力 2-26
:SEARch:SPI:SEARch? 解析*結果のサーチに関するすべての設定値の問い合わせ 2-26
:SEARch:SPI:SEARch:DATA? 解析*結果のDataサーチに関するすべての設定値の問い合わせ 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE 解析*結果のDataサーチのサーチデータバイト数の設定/問い合わせ 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> 解析*結果のDataサーチパターンをHEXで設定 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> 解析*結果のDataサーチパターンをBINARYで設定/問い合わせ 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:NEXT? 解析*結果のサーチを現バイトより後のバイトに対して実行/サーチ位置

の返し 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat 解析*結果のサーチパターンの設定フォーマットの設定/問い合わせ 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:PREVious? 解析*結果のサーチを現バイトより前のバイトに対して実行/サーチ位置

の返し 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:SOURce 解析*結果のサーチするデータソースの設定/問い合わせ 2-27
:SEARch:SPI:SEARch:TYPE 解析*結果のサーチの種類の設定/問い合わせ 2-27
:SEARch:TYPE サーチタイプの設定/問い合わせ 2-27
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コマンド 機能 ページ

SPI Fileグループ

:FILE:SAVE:SPI[:EXECute] 詳細解析結果リストのデータの保存の実行(オーバラップコマンド) 2-28
:FILE:SAVE:SPI:ABORt 詳細解析結果リストのデータの保存の中止 2-28

* 本節の各コマンドの機能の説明では，「SPIバス信号解析機能の解析」を省略して「解析」と呼びます。

2.7　通信コマンド
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2.7　通信コマンド

●SPI Analyzeグループ
SPI Analyzeグループは，フロントパネルのSHIFTキー＋ZOOMキーと同様にのSPIバス信号解析機能の設定およ
び設定内容の問い合わせ/実行ができます。

:SEARch :

SPI : ANALyz e : ABORt

EXECute

SETup : BITorder <Space> MSBFirst

LSBFirst

?

CLOCk : HYSTeresis <Space> <NRf>

＜電圧＞

＜電圧＞

＜電圧＞ ＜電圧＞

＜文字列＞

＜文字列＞

?

LEVel <Space>

?

POLarity <Space> RISE

FALL

?

?

CS : CHANnel4 : LEVel <Space>

?

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

?

ESTate <Space> HIGH

LOW

DONTcare

?

?

DATA <x> : LEVel <Space> ,

?

MODE <Space> OFF

ON

<NRf>

?

?

MPOSition <Space> <NRf>

?

RPOint <Space> TRIGg er

MANual

?

?

?

LIST ? <Space> <NRf>

SEARch : DATA : BYTE <Space> <NRf>

?

PA TTern <x> <Space>

?

HEXa <x> <Space>

?

NEXT ?

;

;

;

;

;

;

;

;

;

;

PFORmat <Space> HEXa

BINar y

?
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TYPE <Space>

SPIBus

?

SOURce <Space> DATA1

DATA2

?

TYPE <Space> FRAMe

INDeånite

?

?

?

PREVious ?

2.7　通信コマンド

:SEARch:SPI?
機能 解析機能に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:SPI?

例 :SEARCH:SPI? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST;:

SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME;

PFORMAT BINARY;SOURCE DATA1;DATA:

BYTE 8;PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:ANALyze?
機能 解析の実行に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE? -> :SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL 1.000E+00;

HYSTERESIS 0.3;POLARITY RISE;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:ABORt
機能 解析の実行を中止します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:ABORt

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:ABORT

:SEARch:SPI:ANALyze:EXECute
機能 解析を実行します。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:EXECute

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:EXECUTE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup?
機能 解析条件に関するすべての設定値を問い合わせま

す。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP? -> :SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;

POLARITY RISE;:SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:DATA1:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:DATA2:MODE 1;

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:MODE 1;

ESTATE LOW;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW;:SEARCH:

SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT TRIGGER;

MPOSITION 0.00000;BITORDER MSBFIRST

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder
機能 解析データの結果表示のビット順序を設定/問い合わ

せします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder

{MSBFirst|LSBFirst}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:BITorder?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

BITORDER MSBFIRST

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:BITORDER? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

BITORDER MSBFIRST
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:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?
機能 解析条件におけるクロックチャネルのすべての設定

値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00;HYSTERESIS 0.3;

POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis
機能 解析条件におけるクロックチャネルのヒステリシス

を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis {<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

HYSTeresis?

 <NRf>＝0.3～4.0(div，0.1ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS 0.5

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

HYSTERESIS? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:

SETUP:CLOCK:HYSTERESIS 0.5

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

LEVel
機能 解析条件におけるクロックチャネルのレベルを設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel

{<電圧>}
:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL

1V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:LEVEL?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity
機能 解析条件におけるクロックチャネルの解析するエッ

ジを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity {RISE|FALL}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CLOCk:

POLarity?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY RISE

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CLOCK:

POLARITY? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

CLOCK:POLARITY RISE

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?
機能 解析条件におけるCS信号のすべての設定値を問い合

わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE 1;LEVEL 1.000E+00;:SEARCH:SPI:

ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4?
機能 解析のCS信号条件におけるチャネル4のすべての設

定値を問い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4?

-> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:MODE 1;LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4:LEVel
機能 解析のCS信号条件におけるチャネル4のレベルを設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

LEVel {<電圧>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL 1V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

LEVEL? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:LEVEL 1.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:

CHANnel4:MODE
機能 解析条件においてチャネル4をCS信号として扱う

(ON)/扱わない(OFF)を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE {<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:CHANnel4:

MODE?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:CHANNEL4:

MODE? -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:

CHANNEL4:MODE 1

2.7　通信コマンド
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:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate
機能 解析条件においてCS信号の有効状態を設定/問い合

わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate

{HIGH|LOW|DONTcare}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:CS:ESTate?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:CS:ESTATE LOW

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?
機能 解析条件におけるデータチャネルのすべての設定値

を問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

MODE 1;LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel
機能 解析条件におけるデータチャネルのスレショルドレ

ベルを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:LEVel

{<電圧>,<電圧>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

LEVel?

 <電圧>＝画面8div分(0.01divステップ)
 <x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:LEVEL

1V,0V

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:LEVEL?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

LEVEL 1.000E+00,0.000E+00

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:

MODE
機能 解析条件におけるデータチャネルの有効(ON)/無効

(OFF)を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE

{<Boolean>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:DATA<x>:MODE?

<x>＝1，2
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE ON

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:MODE?

 -> :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:DATA1:

MODE 1

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition
機能 解析基準位置を手動にしたときの，基準位置を設定/

問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition

{<NRf>}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:MPOSition?

 <NRf>＝－5～5div(10div/表示レコード長ステップ)
例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.000

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:MPOSITION? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

MPOSITION -4.00000

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint
機能 解析基準位置をトリガポジションにするか，手動に

するかを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint

{TRIGger|MANual}

:SEARch:SPI:ANALyze:SETup:RPOint?

例 :SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:RPOINT? ->

:SEARCH:SPI:ANALYZE:SETUP:

RPOINT TRIGGER

:SEARch:SPI:LIST?
機能 解析結果の1バイト分を文字列として出力します。
構文 :SEARch:SPI:LIST? {<NRf>}

<NRf>＝－40000～40000
例 :SEARCH:SPI:LIST? 1 -> "      1

0.024 01010101  00000010  L"

:SEARch:SPI:SEARch?
機能 解析結果のサーチに関するすべての設定値を問い合

わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH? -> :SEARCH:SPI:

SEARCH:TYPE FRAME;PFORMAT BINARY;

SOURCE DATA1;DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

2.7　通信コマンド
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:SEARch:SPI:SEARch:DATA?
機能 解析結果のDataサーチに関するすべての設定値を問

い合わせます。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8;

PATTERN1 "10X10X10";

PATTERN2 "0X10X10X";

PATTERN3 "X10X10X1";

PATTERN4 "01X01X01";

PATTERN5 "1X01X01X";

PATTERN6 "X01X01X0";

PATTERN7 "X10X10X1";PATTERN8 "11010101"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE
機能 解析結果のDataサーチのサーチデータバイト数を設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE {<NRf>}

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:BYTE?

 <NRf>＝1～8
例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:BYTE 8

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x>
機能 解析結果のDataサーチパターンをHEXで設定しま

す。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:HEXa<x> {<文字列

>}

<文字列>＝'0'～'F'，'X'の組み合わせ2文字
<x>＝1～8

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:HEXA1 "1A"

:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>
機能 解析結果のDataサーチパターンをBINARYで設定/問

い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x> {<文

字列>}
:SEARch:SPI:SEARch:DATA:PATTern<x>?

<文字列>＝'0'，'1'，'X'の組み合わせ8文字
 <x>＝1～8
例 :SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:PATTERN1? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:DATA:

PATTERN1 "10X10X10"

:SEARch:SPI:SEARch:NEXT?
機能 解析結果のサーチを現バイトより後のバイトに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:NEXT?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:NEXT? -> 10

解説 サーチが成功した場合は，－40000～40000の値が
返ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat
機能 解析結果のサーチパターンの設定フォーマットを設

定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PFORmat

{HEXa|BINary}

:SEARch:SPI:SEARch:PFORmat?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

:SEARCH:SPI:SEARCH:PFORMAT? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:PFORMAT BINARY

:SEARch:SPI:SEARch:PREVious?
機能 解析結果のサーチを現バイトより前のバイトに対し

て行い，サーチ位置を返します。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:PREVious?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:PREVIOUS? -> -10

解説 検索が成功した場合は，－40000～40000の値が返
ります。失敗した場合は，「NAN」が返ります。

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce
機能 解析結果のサーチするデータソースを設定/問い合わ

せします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:SOURce {DATA1|DATA2}

:SEARch:SPI:SEARch:SOURce?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARCH:SPI:SEARCH:SOURCE? -> :SEARCH:

SPI:SEARCH:SOURCE DATA1

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE
機能 解析結果のサーチの種類を設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:SPI:SEARch:TYPE

{FRAMe|INDefinite}

:SEARch:SPI:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE? ->

:SEARCH:SPI:SEARCH:TYPE FRAME

:SEARch:TYPE
機能 サーチタイプを設定/問い合わせします。
構文 :SEARch:TYPE {SPATtern|WIDTh|EDGE|

PPATtern|ASCRoll|I2CBus|SPIBus}

:SEARch:TYPE?

例 :SEARCH:TYPE SPIBUS

:SEARCH:TYPE? -> :SEARCH:TYPE SPIBUS

2.7　通信コマンド
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●SPI Fileグループ
SPI Fileグループは，フロントパネルのFILEキーと同様にSPIバス信号の詳細解析結果リストのデータの保存の実行/
中止ができます。

:FILE :

SAVE :

SPI :

ABORt

EXECute

?

;

;

2.7　通信コマンド

:FILE:SAVE:SPI[:EXECute]
機能 詳細解析結果リストのデータの保存を実行します。

オーバラップコマンドです。
構文 :FILE:SAVE:SPI[:EXECute]

例 :FILE:SAVE:SPI:EXECUTE

:FILE:SAVE:SPI:ABORt
機能 詳細解析結果リストのデータの保存を中止します。
構文 :FILE:SAVE:SPI:ABORt

例 :FILE:SAVE:SPI:ABORT
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3.1 CANバス信号解析機能

対応CANバス

項目 仕様

CANバス CAN Version 2.0B

ビットレート 1M，500k，250k，125k，100k，95.2k，83.3k，50k，33.3k [bps]
High speed CAN(ISO11898)，Low speed CAN(ISO11519-2)に対応。

トリガ機能

項目 仕様

トリガソース CH1：CANバス信号入力チャネル。CAN_H，CAN_Lの各信号を差動プローブで入力。

トリガタイプ 下記の5つの組み合わせ(AND条件)でトリガ 。ただし，RTRとData Fieldの組み合わせは不可。
・Start of Frame：Start of Frame(SOF)でトリガ。トリガポイントはStart of Frameの終わりの位

置。
・Identifier ：設定した条件と一致したIdentifier(ID：4種類まで設定可能)でトリガ。4種類のID

のOR条件でトリガ。トリガポイントはIDの終わりの位置。
・RTR ：リモートフレーム(RTRがリセッシブ)でトリガ。トリガポイントはRTRビットの

終わりの位置。
・Data Field ：設定した条件(8バイトまで指定可能)と一致したDataフィールドでトリガ。トリ

ガポイントはDataフィールドの終わりの位置。
・Error Frame ：エラーフレームでトリガ。ドミナント(論理値：0)が6ビット以上連続した場合が

エラーフレームトリガの対象。オーバーロードフレームでドミナントが6ビット
以上連続した場合もトリガ。トリガポイントはドミナントの6ビット目の終わり
の位置。

解析機能

項目 仕様

解析可能フレーム数 トリガ対象フレームの前後8000フレーム(最大16001フレーム)

解析対象フレーム Remote Frame/Data Frame/Identifierの3種類のフレーム

解析結果表示 下記の2種類の方法で解析結果を表示可能。
・波形および解析結果リスト
解析結果リスト：画面右側にNo.(フレームの種類とNo.)/ID(Identifierの値(標準フォーマットまた

は拡張フォーマット)/Dt(Dataフィールドの値)/ACKが表示。
・詳細解析結果リスト
解析結果リストの詳細。No.(フレームの種類とNo.)/Time(ms)/ID(Identifierの値(標準フォーマット
または拡張フォーマット)/Data(Dataフィールドの値)/CRC/ACK/Info.(エラーの種類)が表示。

スタッフビット演算 CANバス信号波形の中からスタッフビットを抽出してMath波形(Math1)として表示可能。

サーチ機能

項目 仕様

データサーチ 下記の2種類のサーチが可能。ただし，同時に2種類のサーチの実行は不可。
・パターンサーチ(Frame Pattern)
フィールドやフレームのパターンを指定して波形をサーチ可能。パターンと一致する波形がみつか
ると，ズームボックスがそのポイントに移動して指定した波形を表示。

・不定データサーチ(Indefinite State)
不定データをサーチ可能。

フィールドジャンプ 現在のフレーム内の特定のフィールドの先頭にズーム位置(Z1 Pos)を移動可能。対象となるフィー
ルドは，Identifier/Control Field/Data Field/CRC/ACKの5種類。

第3章 仕様
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解析結果保存機能

項目 仕様

詳細解析結果リストの 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存可能(拡張子：TXT)。
データの保存

DL1620/DL1640/DL1640Lの「CANバス信号解析機能」以外の仕様については，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマ
ニュアル(IM701610-01)の「16章　仕様」をご覧ください。

3.1　CANバス信号解析機能
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3.2 SPIバス信号解析機能

解析機能

項目 仕様

信号入力 CH1 ： Clock信号(SCK)
CH2 ： Data1(MOSI)
CH3 ： Data2(MISO)
CH4 ： CS信号(SS)

解析可能データ数 最大40000バイト分(基準点前後20000バイト)

解析結果表示 下記の2種類の方法で解析結果を表示可能。
・波形および解析結果リスト
データ(Hex表示)と波形を同時に表示可能。

・詳細解析結果リスト
解析結果リストの詳細。Reference Pointからの時間，データ(Binary，Hexのどちらかを選択して
表示)，CS信号の状態を表示可能。

サーチ機能

項目 仕様

データサーチ 下記の2種類のサーチが可能。ただし，同時に2種類のサーチの実行は不可。
・パターンサーチ(Frame Pattern)
データのパターンを指定して波形をサーチ可能。パターンと一致する波形がみつかると，ズーム
ボックスがそのポイントに移動して指定した波形を表示。

・不定データサーチ(Indefinite State)
不定データをサーチ可能。

解析結果保存機能

項目 仕様

詳細解析結果リストの 詳細解析結果リストのデータをASCII形式で保存可能(拡張子：TXT)。
データの保存

DL1620/DL1640/DL1640Lの「SPIバス信号解析機能」以外の仕様については，DL1620/DL1640/DL1640Lユーザーズマ
ニュアル(IM701610-01)の「16章　仕様」をご覧ください。
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